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（2021. ３. １現在）の動き

総検校　
　　塙 保己一
　盲目の国学者として、その功績や生き方は現

い ま
代に語

り継がれています。没後200周年となる今年、１年を
通じて塙保己一の足跡をたどってみませんか。
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保
己
一
の
生
き
方
を
知
り
、
学
ぶ
一
年
に

　
塙
保
己
一
が
生
き
た
江
戸
時
代

の
日
本
国
は
、
武
士
が
治
め
、
農

民
は
農
民
と
し
て
、
町
民
は
町
民

と
し
て
、
多
く
の
人
が
そ
の
生
涯

を
終
え
て
ゆ
く
時
代
で
し
た
。

　
そ
う
し
た
時
代
に
農
民
の
子
と

し
て
生
ま
れ
た
彼
は
、
十
五
歳
で

江
戸
へ
旅
立
ち
、
苦
悩
と
挫
折
を

経
験
し
な
が
ら
も
、
七
十
六
歳
の

生
涯
を
閉
じ
る
ま
で
、
国
学
と
い

う
一
つ
の
学
問
を
追
求
し
て
い
き

ま
す
。

　
今
年
は
、
塙
保
己
一
が
亡
く
な

り
二
百
年
の
年
と
な
り
ま
す
。
今

一
度
、
彼
の
「
不ふ

と
う撓
不
屈
」
の
生

き
方
を
知
り
、
残
し
た
功
績
を
学

ぶ
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

市
で
は
、
郷
土
の
偉
人
と
し
て
だ

け
で
は
な
く
、
人
間
塙
保
己
一
を

一
年
を
通
じ
て
お
届
け
し
ま
す
。

改
め
て
保
己
一
を
知
る
連
載

を
始
め
ま
す

　
延
え
ん
き
ょ
う享
三
年
（
一
七
四
六
年
）
武む

蔵さ
し
の
く
に
こ
だ
ま
の
こ
お
り

国
児
玉
郡
保
木
野
村
（
現
埼

玉
県
本
庄
市
児
玉
町
保
木
野
）
に

生
ま
れ
た
塙
保
己
一
は
、
七
歳

の
時
に
病
気
の
た
め
に
失
明
し
、

十
二
歳
の
時
に
母
親
を
も
亡
く
し

ま
す
。
彼
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
苦
労

や
困
難
に
直
面
し
な
が
ら
も
『
群

書
類
従
』
の
編へ

ん
さ
ん纂
に
人
生
を
さ
さ

げ
ま
す
。

　
広
報
ほ
ん
じ
ょ
う
５
月
号
か
ら

塙
保
己
一
を
改
め
て
知
る
連
載

「
塙
保
己
一
の
生
涯
」
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

塙
保
己
一
没
後
二
百
周
年
記
念

事
業
・
本
庄
市
市
民
総
合
大
学

公
開
講
座

「
塙
保
己
一
と
渋
沢
栄
一
～
全

身
全
霊
で
生
き
抜
い
た
二
人

の
人
生
～
」

　
本
庄
市
市
民
総
合
大
学
開
講
式

と
同
時
開
催
で
す
。
申
込
不
要
。

直
接
会
場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
４
月
24
日
㈯

開
講
式　
午
後
１
時
30
分
～

講
演　
午
後
２
時
～

会
場　
本
庄
市
民
文
化
会
館

講
師　
齊
藤　
幸
一　
氏
（
公
益

社
団
法
人
温
故
学
会
代
表
理

事
）

費
用　
無
料

定
員　
５
０
０
名
（
先
着
順
）

※
混
雑
状
況
に
よ
り
入
場
制
限
を

行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

★
生
涯
学
習
課
☎
22-

３
２
４
８
、

蕭‌

25-

１
１
９
３
、

gakus

　

yu@
city.honjo.lg.jp

塙保己一没後 200 周年記念

　今から 200年前、一人の人物がこの世を去りました。その人物の名は、　今から 200年前、一人の人物がこの世を去りました。その人物の名は、
塙保己一。彼はカメラやテープレコーダーなどない時代に日本全国に散ら塙保己一。彼はカメラやテープレコーダーなどない時代に日本全国に散ら
ばる数多くの文献や書物を後世に残すため、その人生を捧げましたばる数多くの文献や書物を後世に残すため、その人生を捧げました。。

保己一少年が江戸へ旅立つ姿を銅
像にした「旅立ちの朝」（JR 本庄
早稲田駅北口広場）
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か
つ
て
日
本
を
訪
れ
た
ヘ
レ

ン
・
ケ
ラ
ー
は
「
私
は
母
か
ら
日

本
の
塙
保
己
一
先
生
を
お
手
本
に

し
な
さ
い
、
と
言
わ
れ
て
育
ち
ま

し
た
。
先
生
の
お
名
前
は
流
れ
る

水
の
よ
う
に
い
つ
ま
で
も
い
つ
ま

で
も
伝
わ
る
こ
と
で
し
ょ
う
」
と

述
べ
ま
し
た
。
ヘ
レ
ン
の
残
し
た

言
葉
の
よ
う
に
、
塙
先
生
の
没
後

２
０
０
年
を
地
元
本
庄
市
民
の
皆

さ
ま
を
始
め
、
顕
彰
会
の
皆
さ
ま

と
共
に
お
祝
い
で
き
る
こ
と
を
心

よ
り
嬉
し
く
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
が
塙
保
己
一
検
校
を

「
郷
土
の
誇
り
」
と
、
親
愛
の
情

を
も
っ
て
顕
彰
事
業
を
推
進
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
日
頃
よ
り
深
く
敬

意
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
塙
保
己

一
記
念
館
は
モ
ダ
ン
な
た
た
ず
ま

い
で
見
て
触
れ
て
体
感
で
き
る
工

夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
庄
早
稲

田
駅
に
大
志
を
抱
い
て
出
立
す
る

少
年
保
己
一
の
像
も
建
立
さ
れ
ま

し
た
。
埼
玉
県
の
ご
理
解
ご
支
援

も
目
覚
ま
し
く
、
県
立
の
盲
学
校

を
塙
保
己
一
学
園
と
改
称
さ
れ
、

塙
保
己
一
賞
で
は
年
々
業
績
の
あ

る
多
く
の
皆
さ
ま
を
発
掘
さ
れ
て

い
ま
す
。
先
生
を
尊
敬
す
る
周
囲

の
人
々
の
地
道
で
献
身
的
な
ご
努

力
に
よ
り
先
生
の
お
名
前
は
ま
す

ま
す
長
く
伝
わ
る
も
の
と
確
信
い

た
し
ま
し
た
。

　
『
群
書
類
従
』
版
木
を
保
管
し

て
お
り
ま
す
当
会
も
皆
さ
ま
に
負

け
ぬ
よ
う
、
参
観
者
へ
の
ご
説
明

な
ど
に
真
心
を
も
っ
て
接
し
て
お

り
ま
す
。
参
観
者
の
方
々
は
、
盲

人
で
あ
る
保
己
一
が
学
問
で
身
を

た
て
よ
う
と
し
た
こ
と
、
世
の
た

め
後
の
た
め
、
と
版
木
を
残
し
た

こ
と
、
そ
の
版
木
が
時
代
の
波
に

も
ま
れ
、
天
災
、
人
災
に
遭
い
な

が
ら
も
一
枚
も
欠
け
る
こ
と
な
く

刷
り
た
て
の
で
き
る
状
態
で
保
存

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
一
様
に
驚
か

れ
ま
す
。
説
明
を
し
て
い
る
私
た

ち
も
そ
の
た
び
に
改
め
て
残
さ
れ

た
版
木
が
と
て
も
貴
重
な
も
の
で

あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
保
存
の
道

筋
を
た
て
て
く
だ
さ
っ
た
先
人
の

方
々
に
感
謝
と
敬
意
を
感
じ
ま
す
。

　
版
木
保
存
の
道
筋
を
た
て
て
く

だ
さ
っ
た
先
人
の
一
人
が
、
埼
玉

三
偉
人
の
一
人
で
も
あ
る
渋
沢
栄

一
で
あ
る
こ
と
は
折
に
触
れ
各
所

で
お
話
し
て
お
り
ま
す
が
、
栄
一

は
塙
保
己
一
検
校
没
後
２
０
０
年

の
記
念
す
べ
き
年
に
大
河
ド
ラ
マ

の
主
人
公
に
な
り
ま
し
た
。
３
月

か
ら
埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博

物
館
で
栄
一
が
関
わ
っ
た
文
化
事

業
に
焦
点
を
絞
っ
た
特
別
展
が
企

画
さ
れ
、
当
会
も
栄
一
が
創
設
に

関
わ
っ
た
文
化
団
体
・
温
故
学
会

と
し
て
い
く
つ
か
所
蔵
の
品
々
を

出
展
い
た
し
ま
し
た
。
多
く
の
方

が
来
場
さ
れ
、
保
己
一
を
知
っ
て

い
た
だ
く
機
会
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
も
栄
一
も
保

己
一
検
校
を
敬
愛
し
て
い
ま
し
た
。

二
人
の
偉
人
の
志
を
受
け
継
ぎ
、

こ
れ
か
ら
も
地
元
本
庄
市
民
の
皆

さ
ま
、
顕
彰
会
の
皆
さ
ま
と
手
を

携
え
て
塙
保
己
一
検
校
の
顕
彰
事

業
に
誠
意
を
も
っ
て
邁ま

い
し
ん進
し
て
い

き
た
い
と
強
く
決
意
い
た
し
ま
す
。

塙保己一検校の没後 200年に寄せて
公益社団法人　温故学会
代表理事　齊藤　幸一

▶東京都渋谷区2-9-1（JR渋谷駅
より都営バス「日赤医療センター
行」に乗車し「國學院大學前」下
車後徒歩200ｍ）

公益社団法人　温故学会

　明治42年に塙保己一の偉業顕彰
の目的から設立され、『群書類従』
版木の保管、盲人福祉事業、各種
啓発事業を行う。



令和３年度

　
本
年
は
、
塙
保
己
一
没
後
２
０
０

周
年
を
迎
え
る
記
念
の
年
で
あ
り

ま
す
。
７
月
に
は
、
昨
年
延
期
と

な
っ
た
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ま
が
、
共
生
社
会
や
多
様
性
へ

の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
る
契
機
と

な
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。さ
ら
に
、

総
合
振
興
計
画
の
施
策
の
進
捗
を

適
切
に
踏
ま
え
つ
つ
、
医
療
・
福

祉
・
介
護
の
充
実
、
次
代
を
担
う

人
材
の
育
成
、
地
域
の
活
性
化
、

環
境
、
防
災
等
の
諸
課
題
に
も
的

確
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。「
世

の
た
め
、
後
の
た
め
」、
足
元
を

見
つ
め
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
取

組
に
さ
ら
な
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
重

ね
、
市
政
の
進
展
に
全
力
を
尽
く

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま

の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

行
政
経
営
に
関
す
る	

　
　
　
　
基
本
的
考
え
方

　
行
政
の
業
務
や
市
民
サ
ー
ビ
ス

に
お
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
一
層

の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
コ
ロ

ナ
禍
で
今
後
の
財
政
事
情
が
不
透

明
と
な
る
中
、「
入
る
を
図
り
、

出
ず
る
も
図
る
」、
財
政
好
転
に

向
け
た
財
源
の
確
保
や
事
業
の
見

直
し
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
で
あ
る
経
済
・
社

会
・
環
境
の
各
分
野
で
の
持
続
可

能
な
取
組
を
市
民
協
働
に
よ
り
推

進
し
、
次
の
時
代
に
つ
な
が
る
ま

ち
の
実
現
に
向
け
た
施
策
を
展
開

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
は
、「
心
し
て
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
向
き
合

い
、
皆
さ
ま
の
安
全
安
心
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、
喫
緊
の
課
題
に

対
応
し
、
着
実
に
市
政
進
展
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
次
の
時

代
を
見
据
え
た
魅
力
あ
る
ま
ち
と

な
る
よ
う
、
行
政
経
営
を
「
心
し

て
」
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

予
算
編
成
の	

　
　
　
　
基
本
的
考
え
方

　
本
市
の
財
政
状
況
は
、
歳
入
の

根
幹
を
な
す
市
税
に
お
い
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
等
に
伴
う
景
気
の
低
迷
に
よ

り
、
個
人
市
民
税
や
法
人
市
民
税

な
ど
大
幅
な
減
少
が
見
込
ま
れ
ま

す
。
ま
た
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る

社
会
保
障
関
連
経
費
の
増
加
、
公

共
施
設
の
維
持
補
修
経
費
を
考
慮

す
る
と
、
本
市
を
取
り
巻
く
財
政

状
況
は
厳
し
い
も
の
で
あ
る
と
予

想
さ
れ
ま
す
。

　
今
般
の
予
算
編
成
で
は
、
将
来

の
負
担
を
可
能
な
限
り
軽
減
し
つ

つ
、「
総
合
振
興
計
画
」
や
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
の
施
策
を
効
果
的
に
取
り
組

む
と
と
も
に
分
野
横
断
的
か
つ
優

先
的
・
重
点
的
に
取
り
組
む
「
６

つ
の
重
点
施
策
」を
掲
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
は
、
感
染
予
防
の

経
費
を
中
心
に
計
上
し
、
状
況
に

よ
り
、
迅
速
か
つ
適
切
な
手
段
を

と
れ
る
よ
う
財
政
調
整
基
金
を
財

源
に
し
て
躊ち

ゅ
う
ち
ょ躇な
く
対
策
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
本
庄
市
長　

施
政
方
針

本
庄
市
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歳入歳入歳出歳出

民生費 15万8,599円 衛生費 ２万2,311円

総務費 ４万2,239円 消防費 １万4,129円

公債費 ４万 189円 農林水産業費 5,896円

教育費 ３万8,299円 商工費 5,811円

土木費 ３万1,629円 その他 4,351円

市民税 ５万3,191円 市たばこ税 7,007円

固定資産税 ６万2,521円 軽自動車税 3,188円

都市計画税 8,295 円

市民１人当たりが負担する市税
13万4,202円

市民１人当たりに使われるお金
36万3,453円

498億6,228万円
(前年度と比べ、9,723 万円増）

内訳
▶一般会計	 283億1,300万円
▶特別会計	 150億7,572万円
▶公営企業会計	 64億7,356万円

予算総額

区分 予算額 増減率

一般会計 283億1,300万円 △1.1％

特別
会計

国民健康保険特別
会計 79億2,226万円 2.1％

介護保険特別会計 62億5,374万円 4.0％
後期高齢者医療特
別会計 8億9,972万円 2.7％

公営
企業
会計

水道事業会計 25億2,754万円 △4.9％

下水道事業会計 39億4,602万円 3.3％

合計 498億6,228万円 0.2％

会計別予算

※公営企業会計（水道事業会計・下水道事業会計）の
予算額は、収益的支出額及び資本的支出額の合計額を
記載しています。

令和３年度

民生費	
123億5,486万円
（43.6％） 

総務費	
32億9,045万円
（11.6％） 

公債費	
31億3,073万円
（11.1％）  

教育費
29億8,349万円
（10.5％） 

土木費	
24億6,388万円
（8.7％） 

衛生費	
17億3,803万円
（6.1％） 

消防費	
11 億 63 万円

（3.9％） 

商工費	
4億5,268万円（1.6％）		農林水産業費

4億5,929万円（1.6％ ） その他	
3 億 3,896 万円（1.2％）

市税
104億5,427万円
（36.9％）

国庫支出金
46億3,122万円
（16.4％）

地方交付税
39億1,700万円
（13.8％）

県支出金
22億7,104万円
（8.0％）

市債
24億450万円
（8.5％）

地方消費税交付金
16億3,000万円
（5.8％）

諸収入　4億6,634万円(1.6％）

繰入金	
8億6,050万円
(3.0％）

分担金及び負担金 2億5,306万円（0.9％）
地方譲与税　2億6,400万円（0.9％）

使用料及び手数料	 1億9,629万円（0.7％）
その他　4億3,978万円（1.5％）

繰越金	
5億2,500万円
(1.9％）

283億1,300万円▶一般会計予算の構成

予
算
本
庄
市

※構成比は小数点以下第二位を四捨五入しているため、内訳の合計が 100％にならない場合があります。

5 令和３年４月１日号



令
和
３
年
度
の
主
要
事
業
に
つ
い
て	

、
６
つ
の
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
て
重
点
施
策
を
紹
介
し
ま
す
。

※
★
は
令
和
３
年
度
新
規
事
業
で
す
。

３

子
ど
も
が
輝
く
未
来
を
描
く

～
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
に

よ
り
、
安
心
し
て
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち

を
目
指
し
ま
す
～

★
新
生
児
聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
（
先

天
性
難
聴
児
を
早
期
発
見
す
る
た
め
の

検
査
費
用
を
助
成
）
〈
２
７
０
万
円
〉

★
産
後
ケ
ア
事
業
〈
25
万
４
千
円
〉

〇
子
育
て
支
援
金
の
支
給
（
出
産
さ
れ
た
ご

　
家
庭
に
第
１
子
・
第
２
子
は
３
万
円
、
第

　
３
子
以
降
は
５
万
円
を
支
給
）
〈
１
８
４

　
０
万
６
千
円
〉

〇
障
害
児
保
育
体
制
の
強
化
（
障
害
児
を
受

け
入
れ
て
い
る
民
間
保
育
所
等
の
保
育
士　

の
配
置
基
準
を
見
直
し
、
補
助
額
を
増
額)

〈
３
７
７
２
万
５
千
円
〉

〇
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
配
置
事
業
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支

援
員
を
配
置
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
効
果
的
な
活

用
を
通
し
て
児
童
生
徒
の
資
質
・
能
力
向

上
を
図
る
）
〈
１
３
４
４
万
円
〉

〇
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
配
置
事
業

〈
２
１
１
万
６
千
円
〉

1

★
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
〈
１
５
９

　
８
万
３
千
円
〉

〇
住
ま
い
る
応
援
金
（
最
大
43
万
円
へ
補
助

金
を
拡
充
）
〈
３
６
６
０
万
円
〉

〇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
推
進
事
業
〈
１
０
５
１
万
２
千
円
〉

〇
本
庄
早
稲
田
の
杜
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
管
理
運

営
事
業
〈
３
１
８
５
万
２
千
円
〉

★
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
策
定
事
業
（
市

内
の
文
化
財
を
総
合
的
に
保
存
・
活
用
す

る
た
め
「
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
」
策

定
に
着
手
）
〈
５
３
２
万
４
千
円
〉

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済

対
策
事
業(

埼
玉
県
の
制
度
融
資
に
よ
り

融
資
を
受
け
た
中
小
企
業
者
等
が
負
担

す
る
利
子
を
補
給
）
〈
６
６
８
２
万
８
千

円
〉

〇
企
業
誘
致
奨
励
金
〈
１
億
７
６
８
１
万

円
〉

活
気
あ
る
ま
ち
の 

　
　
　
　
　
　
未
来
を
描
く

～
本
庄
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
よ
る
ま
ち
の
魅
力
向
上

や
定
住
人
口
の
増
加
、
経
済
の
活
性
化
を
目
指
し
ま

す
～

重
点
施
策

本
庄
市

令和３年度

２
★
空
き
家
利
活
用
補
助
金
（「
空
き
家
利
活

用
補
助
金
」
を
創
設
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
促
進
に
資
す
る
リ
フ
ォ
ー
ム
に

対
し
て
補
助
金
を
交
付
）〈
１
６
０
万
円
〉

〇
空
き
家
除
却
の
推
進
〈
１
１
１
０
万
円
〉

〇
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
商
店
街
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
空
き

店
舗
ゼ
ロ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）〈
３
０
０
万
円
〉

〇
土
地
利
用
の
推
進
《
地
籍
調
査
事
業
》（
本

庄
駅
周
辺
に
お
い
て
地
籍
調
査
を
実
施

し
、
土
地
の
流
動
化
・
有
効
利
用
を
促
進
）

〈
８
２
５
万
円
〉

ま
ち
な
か
が
に
ぎ
わ
う 

　
　
　
　
　
　
未
来
を
描
く

～
駅
周
辺
の
整
備
、
観
光
資
源
や
空
き
店
舗
等
の
利

活
用
に
よ
り
、
に
ぎ
わ
い
や
交
流
の
創
出
を
目
指
し

ま
す
～

6



４

６
★
音
声
テ
キ
ス
ト
化
事
業
（
会
議
録
作
成
用

の
音
声
を
文
字
に
変
換
す
る
シ
ス
テ
ム

を
導
入
）〈
１
７
３
万
８
千
円
〉

★
要
介
護
認
定
審
査
会
資
料
の
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
〈
２
１
７
万
円
〉

★
電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）・
電
気
自
動
車

充
給
電
設
備
（
Ｖ
２
Ｈ
）
の
導
入
を
支

援
（
電
気
自
動
車
及
び
電
気
自
動
車
充

給
電
設
備
の
導
入
に
補
助
金
を
交
付
）

〈
３
０
０
万
円
〉

★
生
ご
み
処
理
容
器
等
設
置
に
補
助
金
を
交

付
（
生
ご
み
処
理
機
や
剪
定
枝
破
砕
機

〔
ガ
ー
デ
ン
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
〕
の
設
置
に

補
助
金
を
交
付
）〈
３
１
０
万
円
〉

★
水
道
施
設
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画

策
定
に
着
手
〈
１
９
５
０
万
円
〉

★
市
道
の
維
持
管
理
の
効
率
化
〈
７
０
０
万

円
〉

持
続
可
能
な
ま
ち
の 

　
　
　
　
　
　
未
来
を
描
く

～
誰
も
が
分
か
り
や
す
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と

よ
り
良
い
財
政
運
営
に
よ
り
、
次
の
時
代
に
つ
な
が

る
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
～

〇
子
ど
も
の
学
習
・
生
活
支
援
事
業
（
新
た

な
対
象
に
生
活
困
窮
世
帯
及
び
生
活
保

護
世
帯
の
小
学
３
年
生
以
上
を
加
え
る
）

〈
１
８
６
７
万
８
千
円
〉

★
一
時
生
活
支
援
事
業
（
住
居
を
持
た
な
い

生
活
困
窮
者
へ
の
衣
食
住
の
確
保
と
就

労
支
援
等
の
実
施
）〈
79
万
３
千
円
〉

〇
マ
イ
ト
レ
教
室
〈
７
３
１
万
８
千
円
〉

★
移
動
等
円
滑
化
促
進
方
針
の
策
定
（
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
の
基
本
方
針
の
策
定
）

〈
１
０
０
０
万
円
〉

〇
耐
震
化
の
促
進
〈
７
７
５
万
円
〉

〇
公
共
下
水
道
事
業
（
雨
水
幹
線
の
整
備
）

〈
１
２
０
０
万
円
〉

誰
も
が
健
や
か
な 

　
　
　
　
　
　
未
来
を
描
く

～
健
康
的
な
心
身
を
備
え
た
市
民
の
増
加
、
安
全
な

ま
ち
の
実
現
、
安
心
な
暮
ら
し
の
維
持
を
目
指
し
ま

す
～

★
塙
保
己
一
没
後
２
０
０
周
年
記
念
事
業

〈
５
５
７
万
３
千
円
〉

〇
総
検
校
塙
保
己
一
先
生
遺
徳
顕
彰
会
を
支

援
〈
１
１
８
万
円
〉

〇
通
級
指
導
教
室
の
改
修
（
本
庄
西
小
学
校

で
実
施
し
て
い
る
「
き
こ
え
と
こ
と
ば
の

教
室
」
の
教
室
数
を
増
や
す
た
め
の
改
修

工
事
）〈
２
７
７
３
万
円
〉

〇
特
別
支
援
教
育
推
進
事
業
〈
３
１
２
５
万

　
９
千
円
〉

〇
視
覚
障
害
者
の
た
め
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

講
習
会
の
開
催
〈
30
万
円
〉

５志と
共
生
の
ま
ち
へ
の 

　
　
　
　
　
　
未
来
を
描
く

～
誰
も
が
夢
や
志
を
持
ち
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
社

会
、
地
域
で
共
に
支
え
合
い
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
～

7 令和３年４月１日号
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お知らせ

▶若い方の住宅取得を応援

令和３年度
本庄市住まいる応援金のご案内

★広報課☎25-１６１４

　「本庄市住まいる応援金」は、移住・定住人口の
増加を図るため、市外から転入した若い方のマイ
ホーム取得を応援する制度です。令和３年度分の申
請受付は５月から開始します。対象要件等をご確認
のうえ、申請してください。

●対象　次の要件を全て満たす方
〇住宅所有者またはその配偶者のいずれかの方が次

の項目にすべて該当している
・ 令和２年１月２日～令和３年１月１日の間に本

市に初めて住宅を取得
・ 本庄市に平成27年１月２日以降に転入し、かつ転

入日より１年前までの間に本庄市に住民登録がない
・ 本庄市に転入した日から５年以内に住宅を取得

している
・ 住宅所有者または配偶者が住宅取得日に40歳以下
※住宅取得とは、所有権保存（移転）登記をするこ
とを指します。
〇住宅所有者が住まいる応援金の交付申請日までに

住宅所在地に住民登録をしている
〇住宅所有者に市税に滞納がない
〇過去に本庄市住まいる応援金の交付を受けたこと

がない
●対象住宅　新築住宅（建築・購入）・中古住宅
※相続等で取得し、リフォーム等の費用を要した場
合も対象となります。
●交付金額　20万円(加算要件に該当で最高43万円)
※次の加算要件に該当している場合は、基本額の20
万円にそれぞれの金額が加算されます。
①JR本庄早稲田駅から定期券により新幹線で通勤
　…上限12万円
②所有者が申請時に三世代同居している…５万円
③親が市内に在住または生計を一にする中学生以下

の子がいる…２万円
④市内に本社がある建築業者・不動産業者を利用し

て住宅を取得…２万円
⑤市内に本店または支店がある金融機関で住宅ロー

ンを利用…２万円
●申請　初めて住宅の所有者の名義で取得した住宅

の固定資産税課税明細書が発行された日（５月頃）
から令和４年２月28日㈪までに申請書類を揃えて郵
送または直接広報課（市役所３階）へ（必着）
郵送先　〒367-8501　本庄市本庄3-5-3
　　　　本庄市役所広報課魅力創造係
●申請書類　
　広報課及び HP で配付しています。
≪申請者全員が提出≫
○本庄市住まいる応援金交付申請書
○誓約書及び同意書
○転入者が、転入の日からその１年前までの間に本

庄市に住民登録がないことが確認できる書類（戸
籍の附票等）

○工事請負契約書の写しまたは売買契約書の写し
○建物の登記事項証明書の写し
≪加算要件①の該当者≫
○就労及び通勤手当等支給額証明書
○新幹線定期券の写し等
≪加算要件②の該当者≫
○本庄市住まいる応援金世帯調査書
○親または子との親子関係を証明できる書類（戸籍

全部事項証明書又は戸籍謄本）
○同居する方の住民票
○取得した住宅の建物平面図
≪加算要件③の該当者≫
※申請者と同一世帯の場合は提出不要。
○親または子との親子関係を証明できる書類（戸籍

全部事項証明書または戸籍謄本）
○親が市内に居住していることが確認できる書類

（親の住民票の写し）
≪加算要件⑤の該当者≫
○金銭消費貸借契約書の写しまたは住宅ローンの契

約内容を記載した書類
≪住宅取得費用が20万円未満でリフォーム費用を含
め申請する場合≫
○リフォーム工事代金の領収書の写し

ほんじょうインフォメーション

住まいる応援金のご案内

▲
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Information

お知らせ

▶差別や偏見が解消される社会を目指して

本庄市パートナーシップ宣誓制度を開始します

★市民活動推進課☎25-１１１８

お知らせ

▶特別職職員の就任

教育委員会委員、固定資産
評価審査委員会委員に各氏

★教育総務課☎25-１１８２・監査委員事務局☎25-１１８７

　市では、皆さん一人ひとりの人権が尊重され、性
別、国籍や障害の有無に関係なく、いきいきと暮ら
すことのできる豊かなまちづくりを目指しています。
　その取り組みの一つとして、ＬＧＢＴ（※）など
の性的マイノリティの方々の不安や生きづらさの軽
減、差別や偏見が解消される社会の実現のため、「本
庄市パートナーシップ宣誓制度」を４月１日から開
始します。
●パートナーシップ宣誓制度
　双方または一方が性的マイノリティである２人
が、お互いを人生のパートナーとして日常生活で協
力し合うことを約束した関係であることを宣誓する
のを受け、市が「パートナーシップ宣誓証明書」を
交付します。婚姻制度とは異なり、法的な義務・権
利は伴いませんが、パートナーシップ宣誓者は家族

と同等の関係として扱うなど、性的マイノリティ当
事者に対する社会的理解が進むことが期待されます。
●宣誓ができる方　次のすべてに該当する方
　①双方が成年であること
　② 市内に住所を有する、または市内への転入を予

定している
　③双方に配偶者がいない
　④他の方とパートナーシップの宣誓をしていない
　⑤双方が近親者でない（養子縁組を除く）
　宣誓には事前の予約が必要です。詳しくは、 HP ま
たは市民活動推進課でご確認ください。

●教育委員会委員
　教育委員会委員に、今井邦枝氏が
就任されました。任期は、令和７年
２月17日までです。

●固定資産評価審査委員会委員
　固定資産評価審査委員会委員に次の３名が就任されま
した。任期は令和６年２月20日までです。

▶令和３年度

★企画課☎25-１１５７

市役所の組織変更
お知らせ

　４月１日から市役所組織の一部を次のとお
り変更しました。

●係の名称変更
　新　市民活動推進課　多文化共生係
　旧　市民活動推進課　 人権推進・男女共同

参画係
●係の統合
　市民活動推進課多文化共生係と秘書課国際
交流係を統合
●係の廃止
　秘書課　国際交流係

今井 邦枝 氏

茂木 すみ江 氏三宅 健吉 氏駒澤 三郎 氏

※ＬＧＢＴ（エル・ジー・ビー・ティー）…レズビアン、ゲイ、
バイセクシャル、トランスジェンダーの頭文字をとって組み
合わせて作られた言葉です。性的マイノリティ（性的少数者）
を表す総称の一つとして用いられます。
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■減免の対象となる障害の区分及び級
手帳の種類及び障害の区分 障害の級

身
体
障
害
者
手
帳

心臓､ じん臓、呼吸器、 
小腸、ぼうこうまたは直腸 １級または３級

体幹 １～３級及び５級
聴覚 ２級または３級

視覚
１～３級及び４級の１（４
級のうち視力の良い方の
眼の視力が 0.08 ～ 0.1）

音声または言語機能 ３級（こう頭が摘出さ
れた場合に限る）

平衡機能 ３級
上肢　※主に手や腕 １級または２級
下肢　※主に足 １～６級

乳幼児期以前の非進行
性の脳病変による運動
機能（上肢）

１級または２級

乳幼児期以前の非進行
性の脳病変による運動
機能（移動）

１～６級

ヒト免疫不全ウイルス
による免疫機能、肝臓 １～３級

療育手帳 Ⓐ または A

精神障害者保健福祉手帳
１級で、かつ障害者総合
支援法に規定する精神通
院医療を受けている方

戦傷病者手帳 身体障害者手帳の減免
の範囲に準じる

心
身
障
害
者
等
の

「
軽
自
動
車
税
・
自
動
車
税
」

　
左
表
に
該
当
す
る
心
身
障
害
者
等
が
要
件
を
満
た
し
た
場
合
、
通
院
・
通
学
や
生
業
等
の
た
め
に
使
用

す
る
軽
自
動
車
・
普
通
自
動
車
等
の
う
ち
、
障
害
者
１
人
に
つ
き
１
台
に
限
り
、
軽
自
動
車
税
種
別
割
・

環
境
性
能
割
、
自
動
車
税
種
別
割
・
環
境
性
能
割
が
減
免
に
な
り
ま
す
。

要
件（
い
ず
れ
か
に
該
当
の
場
合
）

●
車
両
の
所
有
者
及
び
運
転
者
が
、

障
害
者
本
人
ま
た
は
障
害
者
と

生
計
を
と
も
に
す
る
方

●
車
両
の
所
有
者
が
障
害
者
本
人

で
、
そ
の
世
帯
に
運
転
で
き
る

方
が
な
く
、
同
一
生
計
で
な
い

　
常
時
介
護
す
る
方
が
運
転
す
る

場
合

※
軽
自
動
車
税
環
境
性
能
割
、
自

動
車
税
種
別
割
・
環
境
性
能
割
の

減
免
で
は
、
そ
の
他
に
も
要
件
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
HP
ま
た

は
各
問
い
合
わ
せ
先
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税
種
別
割
の
手
続

申
請
場
所　
課
税
課
（
市
役
所
１

　
階
）、
支
所
市
民
福
祉
課
（
ア

　
ス
ピ
ア
こ
だ
ま
１
階
）

申
請
期
間　
７
月
30
日
㈮
ま
で

昨
年
度
軽
自
動
車
税
種
別

割
の
減
免
を
受
け
た
方
へ

～
継
続
申
請
に
つ
い
て
～

　
令
和
２
年
度
に
軽
自
動
車
税
種

別
割
の
減
免
を
受
け
た
方
に
つ
い

て
、
申
請
事
項
の
変
更
の
有
無
に

よ
っ
て
手
続
き
が
変
わ
り
ま
す
。

変	

更
が
な
い
場
合　
今
年
度
の
申

請
は
不
要
で
す
。
該
当
の
方
へ

の
減
免
決
定
通
知
書
は
５
月
に

送
付
す
る
納
税
通
知
書
に
同
封

し
ま
す
。

変	

更
が
あ
る
場
合　
運
転
者
が
変

更
に
な
る
、
車
両
が
変
わ
る
な

ど
の
場
合
、申
請
が
必
要
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
HP
ま
た
は
課
税
課

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
身
体
障
害
者
手
帳
等
へ
の
「
軽

自
動
車
税
・
減
免
申
請
済
」
の
押

印
も
省
略
し
ま
す
。

軽
自
動
車
税
環
境
性
能
割
、

軽
自
動
車
税
環
境
性
能
割
、

自
動
車
税
種
別
割
・
環
境

自
動
車
税
種
別
割
・
環
境

性
能
割
の
手
続

性
能
割
の
手
続

申
請
場
所　
県
内
各
県
税
事
務
所
、

自
動
車
税
事
務
所
及
び
各
支
所

申
請
期
間　
７
月
30
日
㈮
《
４
月

１
日
時
点
で
所
有
す
る
自
動
車

　
の
場
合
》　

※
年
度
途
中
で
取
得
し
た
自
動
車

の
場
合
は
、
別
途
期
限
が
設
定
さ

れ
ま
す
。

★‌

軽
自
動
車
税
種
別
割
に
関
す
る‌

こ
と
：
課
税
課
☎
25-

１
１
２
２
・‌

蕭‌

25-

１
１
９
１
、
支
所
市
民

福
祉
課
☎
72-

１
３
３
３
・
蕭‌

72-

１
６
３
０

★‌

自
動
車
税
種
別
割
に
関
す
る
こ

と
：
本
庄
県
税
事
務
所
☎
22-

６
１
０
０
・
蕭‌

22-

２
８
４
４

★‌

軽
自
動
車
税
環
境
性
能
割
・
自

動
車
税
環
境
性
能
割
に
関
す
る

こ
と
：
自
動
車
税
事
務
所
熊

谷
支
所
☎
０
４
８-

５
３
２-

８
０
１
１

※障害名が「半身不随」など複数の障害がある場合
は、障害の区分ごとの等級（上肢○級、下肢○級）
により判定します。
※障害者が施設に入所している場合は、身体障害者
手帳１～２級（戦傷病者手帳で準じる場合を含む）
の方、療育手帳ⒶまたはＡの方、精神障害者保健福
祉手帳１級で施設以外の病院で精神通院医療を受け
ている方が対象となります。

が
減
免
に
な
り
ま
すす

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、減免申請の期限を７月30日㈮まで延長しています。軽自
動車税・自動車税に関する通知等で申請期限が５月31日㈪となっているものは読み替えてください。
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国民年金からのお知らせ
★市民課国民年金係☎ 25- １１１４、支所市民福祉課市民税務係☎ 72- １３３３、
　熊谷年金事務所☎０４８- ５２２- ５０１２

▼国民年金保険料額（月額）
　1万6,610円（昨年度から70円増額）
※保険料は、まとめて前払い（前納）することで割引が受
けられます。

▼老齢基礎年金額（年額）
　78万900円（昨年度から800円減額）
※20歳から60歳までの40年間、国民年金保険料を全額納付
し、65歳から受給した場合の年金額です。

▼障害基礎年金額（年額）
１級　97万6,125円（昨年度から1,000円減額）
２級　78万900円（昨年度から800円減額）
※別途「子の加算｣あり(18歳到達年度末日までの子､または
20歳未満で障害年金の障害等級１級又は２級の子が対象）
◎現在年金を受給されている方は、６月上旬に日本年
金機構より送付される年金額についてのお知らせで、
自身の年金額をご確認ください。

　国民年金は、20歳以上の誰もが加入し、保険料を納
める必要があります。ただし、学生のため収入が少な
く保険料を納めることが困難な場合、保険料の納付が
猶予される「学生納付特例制度」が利用できます。
　承認された期間は、年金受給のために必要な期間
(＝受給資格期間）に算入され、障害基礎年金及び遺
族基礎年金の納付要件にも算入されます。
　４月１日より令和３年度分の受付を開始しましたの
で、利用希望者は忘れずに申請してください。なお、

申請は毎年度必要です。
対象　前年所得が一定額以下の学生
手	続き先　市民課（市役所１階）または支所市民福祉
課（アスピアこだま１階）
持参するもの
①年金手帳または基礎年金番号通知書
②本人確認書類（マイナンバーカード等）
③‌申請年度の学生証（コピー可。有効期限が分かるも
の）または在学証明書

○令和３年４月から国民年金保険料及び年金額が改定されました

○「学生納付特例制度」の受付を開始しました

▼付加保険料の納付
　毎月の定額保険料に付加保険料として月額400円を
上乗せして納めることで、下記のとおり、老齢基礎年
金に加算され、年金受給額を増やすことができます。
【例】40年間（480月）付加保険料を納付した場合
〇付加保険料の納付総額
　400円×480月＝19万2,000円
〇将来受給できる付加年金額（年額）
　200円×480月＝9万6,000円
※国民年金基金加入者や保険料の免除等を受けている場合
は利用できません。
※納めた保険料は社会保険料控除の対象になります。
対象　国民年金第１号被保険者、任意加入被保険者（65
　歳未満）
手続き先　市民課または支所市民福祉課
持参するもの
①年金手帳または基礎年金番号通知書
②本人確認書類（マイナンバーカード等）

▼免除等の期間の保険料を納付できます
　保険料の免除等を受けていた期間がある場合は、　
保険料を全額納付した場合に比べ、年金額が少なくな
ります。
　ただし、この期間が10年以内（例えば、平成23年５
月分は令和３年５月まで）であれば、納付（追納）す
ることにより、将来受け取る老齢基礎年金の年金額を
増やすことができます。
※過去３年度以前の期間の追納は、当時の保険料に一定の
加算金が発生します。
※納めた保険料は社会保険料控除の対象になります。
対象　過去10年以内に、免除、納付猶予（若年者納付
　猶予）、学生納付特例を受けた期間のある方
手続き先　市民課または支所市民福祉課
持参するもの
①年金手帳または基礎年金番号通知書
②本人確認書類（マイナンバーカード等）

○受け取る年金額を増やすこともできます
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《
各
講
座
共
通
》

会
場　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ

定
員

○
中
国
語
、　
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
ス

ペ
イ
ン
語
講
座　
各
11‌

名‌

（
先

着
順
）

○
英
会
話
講
座　
15
名（
先
着
順
）

※
申
込
者
が
少
数
の
と
き
は
、
開

催
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

費
用　
２
５
０
０
円（
全
10
回
分
）

※
協
会
年
会
費
２
０
０
０
円
（
一

般
）
ま
た
は
１
５
０
０
円
（
メ
ー

ル
会
員
）
が
別
途
必
要
で
す
。

受
付
期
間

①
先
行
受
付　
４
月
15
日
㈭
・
16

日
㈮

先
行
受
付
対
象

・
各
講
座
を
受
講
す
る
の
が
初
め

て
ま
た
は
２
回
目
の
方

・
初
級
か
ら
中
級
へ
ク
ラ
ス
を
変

更
し
て
、
中
級
を
受
講
す
る
の

が
初
め
て
ま
た
は
２
回
目
の
方

②
通
常
受
付　
４
月
19
日
㈪
～
23

日
㈮

申
込　
①
②
と
も
に
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
の

間
に
電
話
で
左
記
へ

※
１
回
の
電
話
で
２
名
ま
で
申
込
。

★
本
庄
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
市
民
活
動
推
進
課
内
）

☎
25-

１
１
５
８

　本庄市国際交流協会では、外国語講座の参加者を募集します。外国語を学ぶのが全くはじめての方も大
歓迎です。会員対象事業のため、協会会員以外の方は協会への入会が必要です。

講座名 日程 時間 回数

中国語講座 ５月８日から７月17日までの毎週土曜日
(７月10日は休講）

初級者向けクラス　午後６時30分～７時30分
中級者向けクラス　午後７時45分～８時45分 10回

ポルトガル語講座 ５月11日から７月13日までの毎週火曜日 初級者向けクラス　午後６時30分～７時30分
中級者向けクラス　午後７時45分～８時45分 10回

英会話講座 ５月18日から７月20日までの毎週火曜日 初級者向けクラス　午後６時30分～７時30分
中級者向けクラス　午後７時45分～８時45分 10回

スペイン語講座 ５月13日から７月29日までの毎週木曜日
(７月８日・22日は休講） 初級者向けクラス　午後６時45分～７時45分 10回

４
月
か
ら
次
の
地
域
で
下
水

道
が
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
お
住
ま
い
の
方
は

早
め
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。　

ま
た
、
対
象
地
域
の
方
に
は
下
水

道
事
業
受
益
者
負
担
金
が
賦
課
さ

れ
ま
す
の
で
、
納
期
ま
で
の
納
付

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
本
庄
３・４
丁
目
の
一
部

○
小
島
５・６
丁
目
の
一
部

○
北
堀
の
一
部

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

制
度
と
は

　
公
共
下
水
道
は
、
利
用
で
き
る

地
域
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
公

平
な
負
担
の
観
点
か
ら
下
水
道
を

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
土
地

に
対
し
て
、
整
備
費
の
一
部
を
負

担
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

下
水
道
受
益
者
負
担
金
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ　
負
担
金
は
誰
が
納
め
る
の
？

Ａ　
下
水
道
を
整
備
し
た
区
域
内

に
あ
る
土
地
の
所
有
者
又
は
権

利
者
に
、
公
共
下
水
道
利
用
の

有
無
に
関
わ
ら
ず
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。

Ｑ　
負
担
金
の
対
象
と
な
る
土
地

は
ど
こ
？

Ａ　
整
備
し
た
区
域
内
の
土
地
は

す
べ
て
が
対
象
で
す
。

Ｑ　
負
担
金
納
付
の
徴
収
猶
予
や

減
免
の
制
度
は
あ
る
の
？

Ａ　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
目
、
利
用
目

的
に
よ
っ
て
徴
収
猶
予
・
減
免

措
置
が
あ
り
ま
す
。
徴
収
猶
予

や
減
免
に
は
申
請
書
の
提
出
が

必
要
で
す
。

Ｑ　
負
担
金
の
納
付
方
法
は
？

Ａ　
算
出
し
た
金
額
を
５
年
に
分

割
し
、
さ
ら
に
１
年
を
４
期
に

分
け
て
納
付
す
る
分
割
納
付
と
、

１
年
分
や
５
年
分
な
ど
年
額
分

を
ま
と
め
て
納
付
す
る
一
括
納

付
が
あ
り
ま
す
。
一
括
納
付
の

場
合
は
一
括
納
付
報
奨
金
が
交

付
さ
れ
ま
す
（
実
際
は
、
報
奨

金
を
差
し
引
い
た
金
額
で
納

付
）。
納
付
書
は
、
６
月
初
旬
に

受
益
者
に
送
付
し
ま
す
。

Ｑ　
受
益
者
（
納
付
す
る
人
）
が

変
わ
っ
た
ら
ど
う
す
る
の
？

Ａ　
受
益
者
が
変
更
す
る
場
合
は
、

速
や
か
に
受
益
者
異
動
申
告
書

を
下
水
道
課
（
市
役
所
２
階
）

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
益
者
異
動
申
告
書
は
、
下
水

道
課
及
び
HP
で
配
布
。

の利用地域が拡大しました
★下水道課☎ 25- １１４６

外国語講座外国語講座
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４
月
１
日
か
ら
保
険
証
の
レ

イ
ア
ウ
ト
を
変
更
し
ま
す

　
医
療
機
関
等
に
お
け
る
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
の
開
始
に
伴
い
、

保
険
証
に
枝
番
（
２
桁
の
番
号
）

を
記
載
し
ま
す
。
な
お
、
枝
番
の

記
載
が
な
い
保
険
証
も
引
き
続
き

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
保

険
証
と
し
て
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す

　
事
前
に
申
込
手
続
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

保
険
証
利
用
に
対
応
す
る
医
療
機

関
は
ま
だ
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

当
面
の
間
は
従
来
の
保
険
証
を
合

わ
せ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

保
険
証
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、

早
め
に
届
出
を
お
願
い
し
ま
す

　
国
保
加
入
者
が
職
場
の
健
康
保

険
に
加
入
し
た
場
合
は
、
国
保
を

脱
退
す
る
届
出
が
必
要
で
す
。
届

出
を
し
な
い
と
、
保
険
料
を
二
重

に
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。　
　

　
ま
た
、
職
場
の
健
康
保
険
の
加

入
日
以
降
に
国
保
の
保
険
証
を
使

用
し
た
場
合
、
市
が
負
担
し
た
医

療
費
を
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

手
続

▼
窓
口　

国
保
の
保
険
証
と
加

入
者
全
員
分
の
職
場
の
健
康
保

険
証
を
保
険
課
（
市
役
所
１
階
）

ま
た
は
支
所
市
民
福
祉
課
（
ア

ス
ピ
ア
こ
だ
ま
１
階
）
に
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

▼
郵
送　
加
入
者
全
員
分
の
職
場

の
健
康
保
険
証
を
コ
ピ
ー
し
、

余
白
に
『
国
保
の
脱
退
を
届
け

出
る
』
旨
と
記
入
年
月
日
、
住

所
、
氏
名
、
日
中
連
絡
が
取
れ

る
電
話
番
号
を
記
載
し
、
加
入

し
た
方
全
員
分
の
国
保
の
保
険

証
の
原
本
を
同
封
し
て
左
記
へ

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
先　
〒
３
６
７-

８
５
０
１

　
本
庄
市
本
庄
３-

５-

３

　
本
庄
市
役
所
保
険
課

人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
る
と
き
は

助
成
金
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

対
象　
35
歳
以
上
で
６
か
月
以
上

継
続
し
て
本
庄
市
国
保
に
加
入

し
て
い
る
方

助
成
額　
人
間
ド
ッ
ク
２
万
円
、

併
診
ド
ッ
ク
（
人
間
ド
ッ
ク
＋

脳
ド
ッ
ク
）
３
万
円

注
意

・
脳
の
検
査
の
み
で
は
助
成
の
対

象
に
な
り
ま
せ
ん

・
人
間
ド
ッ
ク
と
脳
ド
ッ
ク
を
別

の
医
療
機
関
や
日
程
で
受
検
す

る
場
合
は
、
ま
と
め
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い

・
受
検
料
が
助
成
額
未
満
の
場
合
、

助
成
額
は
受
検
料
と
同
額
で
す

・
オ
プ
シ
ョ
ン
な
ど
の
追
加
検
査

の
料
金
は
、助
成
の
対
象
外
で
す

手
続　
検
査
結
果
が
届
い
た
後
に
、

交
付
申
請
書
に
必
要
書
類
（
領

収
書
、
受
検
結
果
表
等
）
を
添

え
て
提
出
（
事
前
の
申
込
は
不

要
）

国
民
健
康
保
険
傷
病
手
当
金

の
適
用
期
間
を
延
長
し
ま
す

　
本
庄
市
国
民
健
康
保
険
の
加
入

者
で
給
与
等
の
支
払
い
を
受
け
て

い
る
方
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
感
染
し
、
ま
た
は
発

熱
な
ど
の
症
状
が
あ
り
感
染
が
疑

わ
れ
、
勤
務
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
場
合
、
傷
病
手
当
金
を
支

給
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
適

用
期
間
が
左
記
の
と
お
り
延
長
と

な
り
ま
し
た
。　

適
用
期
間　
令
和
２
年
１
月
１
日

～
令
和
３
年
６
月
30
日

　
支
給
の
対
象
条
件
や
申
請
方
法

な
ど
詳
し
く
は
、
HP‌

ま
た
は
保
険

課
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
ガ
イ
ド

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
し
て
い
る
方

入
し
て
い
る
方
へへ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
保
険

証
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す

　
事
前
に
申
込
手
続
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険
証
利

用
に
対
応
す
る
医
療
機
関
は
ま
だ
限

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
当
面
の
間
は

従
来
の
保
険
証
を
合
わ
せ
て
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
傷
病
手
当
金

の
適
用
期
間
を
延
長
し
ま
す

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者

で
給
与
等
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る

方
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
感
染
し
、
ま
た
は
発
熱
な
ど
の

症
状
が
あ
り
感
染
が
疑
わ
れ
、
勤
務

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
、

傷
病
手
当
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
適
用
期
間
が
左
記
の
と

お
り
延
長
と
な
り
ま
し
た
。

適
用
期
間　
令
和
２
年
１
月
１
日
～

令
和
３
年
６
月
30
日

　
支
給
の
対
象
条
件
や
申
請
方
法
な

ど
詳
し
く
は
、
HP‌

ま
た
は
保
険
課
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

★
保
険
課
☎
25-

１
２
４
５

★
保
険
課
25-

１
１
１
６



ホストタウン応援コラム

共生社会ホストタウンに登録されました

Vol.23

ギョルシュルズ！（またね！） 　　　          ★オリンピック・パラリンピック支援室☎25-１６１５

盲目の国学者・塙保己一の生誕の地である本庄市は、障害者と健常者
との「共生のまちづくり」を目指してきました。市民主導により「ロー
ビジョンフットサル」日本代表チームを支援してきたこともあり、パ
ラリンピック競技である５人制サッカーの事前キャンプ地誘致に取り組
み、トルコ共和国のホストタウンに。以降、トルコ共和国との交流やパ
ラスポーツの体験教室などを実施してきました。

こうした活動を続け、２月26日、内閣官房東京オリンピック・パ
ラリンピック推進本部により、パラリンピアンの受入れを契機とし
て共生社会の実現に向けてユニバーサルデザインのまちづくり及び
心のバリアフリーの取り組みを実施する「共生社会ホストタウン」
に登録されました。

今後の活動計画は、
HP をご覧ください▶

パラテコンドー選手団が本庄で事前合宿
５人制サッカートルコ共和国代表チームは、惜しくも東京大会の出場

権を逃してしまいましたが、これまでの交流が実を結び、本庄市とトル
コテコンドー協会、早稲田大学の３者により、本市で事前合宿を実施す
る覚書を１月20日に締結しました。

「パラテコンドー」は東京大会から新たに加わった種目で、腕に障害
がある選手が足だけで攻撃する競技です。階級は男女とも３階級ずつ
で、その全ての階級にトルコ共和国代表選手の出場が決まっており、パ
ラテコンドーの強豪国としてメダル獲得が期待されています。

パラテコンドーのトルコ共和国代表選手の紹介、パラテコンドーのル
ールなどは次号以降でお知らせします。

みんなの笑顔で『ホストタウンポスターコンテスト』全国 1位に
ポスター（左ページ）のモチーフとなった「ギャザリングアート」は、国籍、性別や障害の有無など

を超え、みんなで共生社会を表すというコンセプトで1,000人を超える市民や大使館職員などの笑顔で
構成。中央にトルコ共和国国旗の三日月と星、はにぽん、四隅には目玉を連想させるトルコのお守り
「ナザールボンジュウ」を配しています。ポスターは、「ホストタウンサミット２０２１」のポスター
コンテストにおいて、全国１位を受賞。ご協力ありがとうございました。

また、これまでの情報発信の取り組みが評価され、「優良情報発信賞」（特別賞）も受賞しました。

オンラインで３者の覚書を締結

パラテコンドートルコ代表選手団

◀ブラインドサッカー
　体験教室
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耐震診断補助金

耐震改修等補助金

対象建築物
・市内にある木造住宅で、昭和56年５月31日以前に工

事に着手された一戸建ての住宅または店舗部分が２
分の１未満の併用住宅

・昭和56年６月１日以降に増改築していない
・地階を除く階数が２以下
・耐震診断の補助対象者本人または２親等以内の親族

が所有している

補助対象者
・対象建築物に居住し、市税を完納している方（居住

者と所有者が異なる場合は、所有者も市税を完納し
ていること）

・令和４年２月28日㈪までに耐震診断の補助金の交付
を請求できる方
補助金額
　耐震診断に要した費用の２分の１（上限５万円）

　　　【木造住宅の建替え】

対象建築物
・耐震診断補助金交付制度の対象建

築物に該当した建築物
・耐震診断による上部構造評点が

1.0未満と診断された建築物（市
が行う無料耐震診断も利用可）

補助対象者
　耐震診断補助と同じ
補助の対象となる建替え

補助対象となる既存住宅を除却し、
補助対象者が新たに住宅を建築す
る工事

※新築住宅の構造は木造以外も可。
補助金額
　建替えに要した費用の 23.0％
　(上限50万円）

耐震診断補助金・耐震改修等補助金のお知らせ
木造住宅建替え補助の拡充、除却補助制度を新設しました

　市では、一定要件を満たす木造住宅の耐震診断、耐震改修、簡易耐震改修、建替え工事の補助金交付制度を
設けています。４月からは、建替え工事にかかる補助額を上限50万円に拡充し、更に除却工事の補助金制度を
追加しました。
　要件全てを満たす居住者に予算の範囲内で交付します。なお、補助金を受けるためには、業者との契約及び
工事等を行う前に建築開発課（市役所２階）へご相談ください。　　　　　　 ★建築開発課☎25-１１４０

対象建築物
　建替え補助と同じ
補助対象者
　耐震診断補助と同じ

　　       　　　　　　　　　　【木造住宅の除却】

【木造住宅の耐震改修】

対象建築物　
　建替え補助と同じ
補助対象者
　耐震診断補助と同じ
補助の対象となる耐震改修
・建築士事務所に所属する建築士が

耐震改修設計を行うこと
・耐震改修の設計図は、耐震改修実

施後の耐震診断で所定の構造強度
が得られることが確認できるもの

・耐震改修工事の工事監理及び現場
検査を建築士事務所に所属する建
築士が行うこと

補助金額
　耐震改修に要した費用の23.0％
　(上限20万円）

【簡易耐震改修】
（耐震シェルター・防災ベッドの設置）

対象建築物
　建替え補助と同じ
補助対象者
　耐震診断補助と同じ
補助の対象となる簡易耐震改修
・所定の構造強度が得られることを

公的機関等が確認したもの
・工事管理、現場検査は工事施工者

が行うこと
補助金額　
〇耐震シェルター
　設置に要した費用の２分の１
　(上限20万円）
〇防災ベッド
　設置に要した費用の２分の１
　(上限10万円）

補助の対象となる除却
　補助対象となる既存住宅を除却する工事
補助金額
　除却に要した費用（１万円 /㎡を限度）の 23.0％
　(上限30万円）

拡充

追加



令和３年４月１日号17

ECガイド
エコタウンに向けた補助金のお知らせ

申請受付開始 補助金の種類 対象

４月１日㈭～

住宅用エネルギ
―システム設置
補助金

・HEMS、蓄電システム
・太陽熱利用システム
・地中熱利用システム
・  新規  電気自動車 (EV)
・  新規  電気自動車充給電設備 (V2H)

住宅省エネ改修
補助金

・屋根の高遮熱塗装工事
・断熱材設置工事
・断熱ガラス等設置工事
・遮熱フィルム貼付工事

事業所用エネル
ギーシステム導
入事業補助金

事業者向け創エネ・省エネ設備

５月６日㈭～
住宅用太陽光発
電システム設置
補助金

電力の購入開始が令和３年４月１
日以降であり、かつ余剰電力買取
契約の設備

　市では、地球温暖化防止対策の一環として、下記の設備や工
事に対して補助金を用意しています。
※申請に必要な条件等がありますので、詳
しくは、環境推進課（市役所４階）へお問
い合わせください。なお、申請枠が終了次
第受け付けを終了します。

	集団資源回収予定表　＜回収品目は古紙類・缶類です＞

※天候等の理由で変更になる場合もありますので、各団体にご確認ください。

■令和３年１月分のごみの量　（可燃・不燃・有害・粗大）　
家庭系ごみ排出量　1,635.20t　1 人 1 日当たりのごみ排出量　約 677g　前年同月比　＋ 27g（＋ 4.15％）
事業系ごみ排出量　   600.99t　1 人 1 日当たりのごみ排出量　約 249g　前年同月比　− 65g（− 20.70％）
※埼玉県内の 1 人 1 日当たりのごみ排出量は家庭系ごみが 524g、事業系ごみが 199g（平成 30 年度実績）
　埼玉県の平均ごみ排出量に比べて、本庄市のごみ排出量は大幅に上回っている状況です。生ごみの水切りや資
源物の分別に加えて、家庭での食品ロス対策を実践していただき、身近なところからのごみ減量化・資源化に更
なるご協力をお願いします。

　新型コロナウイルス感染症対策のため、使
用済みのマスクやティッシュ等をごみとして
捨てる際は、「ごみに直接触れない」、「ごみ
袋はしっかりしばって密閉する」そして「ご
みを捨てた後は手を洗う」ことを心がけまし
ょう。ご家庭での感染
を防ぐだけでなく、ご
みを収集・処理する作
業員の感染リスクを下
げるために皆さんのご
協力をお願いします。
【ティッシュの捨て方】
〇使用後はビニール袋等に入れる
〇袋の口をしばって密閉してから、「燃える

ごみの袋」に入れて排出
【マスクの捨て方】
〇使い終わったらひも部分を持って外す
〇本体に触れないようビニール袋等に入れる
〇袋の口をしばって密閉してから、「燃える

ごみの袋」に入れて排出　

感染症を防ぐマスク等の
ごみの出し方にご協力ください

★環境推進課☎ 25- １２４９、25- １１７２

回	収	場	所 日　程 時　間 問合せ先

アスピアこだま ４月４日㈰
５月２日㈰ 午前９時～11時 ハートtoハート(佐久間さんち）

☎22-９３００ 
本庄市役所 ４月18日㈰ 午前９時～午後１時

本庄南公民館  ※布類回収も実施 ４月10日㈯ 午前９時～11時 佐久間さんち　☎22-９３００

就労継続支援Ｂ型事業所
「佐久間さんち｣ ( 本庄高校北側） ４月16日㈮ 随時受付 ポノポノ　☎23-２１９５

ＥＶ
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ほっとひと息、ホットな話題　　 Hot	Space　

まちかどＳｎａｐ

善意ありがとうございます

祝百賀
　市内在住で大正10年生まれの荒瀬きく江さん、久
米フイさん、山口志げ代さんがめでたく100歳を迎
えられました。
　大正・昭和・平成・令和と４つの時代を歩んでき
た皆さんにお祝いの「寿状」が贈られました。

叙位叙勲
　１月17日に逝去された木村勝利氏に対し、従六位
瑞宝双光章が、昨年12月7日に逝去された中村弘之
氏と１月16日に逝去された田所一夫氏に対し、従六
位が授与されました。ご冥福をお祈りいたします。
※ご希望により木村勝利氏はお名前のみ掲載させていた
だきました。

　ほんじょう緑の基金へ次の団体から多額のご寄付を
いただきました。寄付金は、本庄段丘斜面林等の緑の
保全のために活用させていただきます。
寄付団体（敬称略・五十音順）
㈱伊藤園、㈱群馬ダイドー、コカ・コーラボトラーズ
ジャパン㈱、清香園・東京ドームスポーツ共同体、㈱
ビバレッジサービスアライ
★都市計画課☎25-１１３７

元本庄市児玉郡医師会長
故　田所　一夫　氏

（けや木）

荒瀬　きく江 さん
（仁手）

久米　フイ さん
（今井）

山口　志げ代 さん
（小島） 元埼玉県警部補

故　中村　弘之　氏　
（小島）

でんごん広場
みなさんの情報交換の場

行	＝行事案内

旭吹矢同好会主催	
スポーツウエルネス吹矢体験教室	行

日時　５月12日㈬・26日㈬　午後1時～４時
会場　旭公民館
費	用　100円（マウスピース代）
定員　20名（先着順）
用意　上履き（かかとのあるもの）・飲み物
申込　前日までに電話で下記へ
申込先・問合せ　竹迫☎24-２５８０

市内公立中学校で卒業式
夢と希望を胸にさらなる飛躍へ
　３月22日、市内公立中学校で599名の生徒が卒業式を迎え
ました。
　本庄東中学校の卒業生代表による答辞では、先生や保護者
への感謝や、後輩への励ましのメッセージを伝えるとともに
「これからの生活はつらく厳しいことの連続かもしれない
が、学校での経験を思い出して挑戦を続けていきたい」と新
たな旅立ちへの決意が述べられました。

感染予防のため、規模を縮小しての挙行となった（本庄
東中学校の様子）
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子ども達から教えられること　（コロナ禍の学校生活１年）

　３月８日、埼玉新聞の「読者の声」のテーマ投稿「私の
コロナ１年」に、南中学校の生徒４人の投稿が掲載されま
した。以下心に残った部分を抜粋させていただきます。
　『Tさん（1年生）…コロナ禍でも登校できることのあ
りがたみや学校生活の楽しさを改めて感じ （略） 父や母
が一生懸命働いてくれていることにとても感謝…
　Iさん（1年生）…「今までの日常がどれほど大切なもの
だったのか」を実感 （略） 今も懸命に働いている医療関
係者の方々への感謝の気持ちを忘れず…
　Aさん（2年生）（多くの行事が無くなったなか先生方
が考え）「ミニ体育祭」を開催することができ、とても楽
しく取り組む(コロナ禍は多くを奪ったが)みんなが今まで
の自分や周りの人たちのことを見詰め直す機会になった…
　Sさん（3年生）（野球部県大会出場が中止となり）虚
無感の中で私は何気ない日々の大切さを感じた。（略） 
失われた日々は帰って来ない。だからこそ私はこれからの
一日一日を大切にしていきたい…』

　これまでの学校生活はコロナ禍で一変し、この１年、か
けがえのない修学旅行をはじめ、さまざまな行事や部活動
も無くなってしまい、皆さんにはそれぞれ不安なことも、
そして悔しいこともたくさんあったかと思います。しかし
困難な中でも前向きに頑張ろうというこれらの文章からは、
我々大人も教えられる思いです。
　緊急事態宣言が延長され、本庄市PTA連合会主催によ
る市内小学生と市長との「こども会議」も中止となりまし
た。しかし各小学校児童の皆さんから寄せられた「私たち
の自慢のふるさとにするために」～未来の本庄市～ アン
ケートを、先日いただきました。しっかり受け止め、これ
からのまちづくりの参考にしていきます。
　そしてPTA連合会には諸行事がほぼ中止となるなか、
子どもたちの卒業と進級を願う花火を、おおぜいの方々の
ご協力により各中学校の校庭で打ち上げていただきました。
主催、またご協力された全ての方々に心から敬意と感謝を
申し上げます。
　新年度が始まりました。子ども達の健やかな成長を心か
らお祈りします。
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障
害
児
福
祉
手
当
・
特
別
障

害
者
手
当
の
支
給
制
度
の
お

知
ら
せ

　
こ
の
制
度
は
、
重
度
の
障
害
に

よ
り
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特

別
な
介
護
を
要
す
る
在
宅
の
方
に
、

手
当
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

〇
障
害
児
福
祉
手
当

対
象　
20
歳
未
満
の
市
内
在
住
者

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
２
級
の

一
部
の
方
、
ま
た
は
療
育
手
帳

Ⓐ
相
当
の
方

・
精
神
障
害
や
血
液
疾
患
等
で
右

記
と
同
程
度
の
障
害
が
あ
る
方

※
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
、
ま

た
は
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る
年

金
を
受
け
て
い
る
方
は
対
象
外
。

手
当
額　
１
万
４
８
８
０
円（
月
額
）

〇
特
別
障
害
者
手
当

対
象　
20
歳
以
上
の
市
内
在
住
者

で
、
国
民
年
金
法
１
級
程
度
の

障
害
が
２
つ
以
上
、
ま
た
は
同

程
度
以
上
と
認
め
ら
れ
る
方

※
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
、
ま

た
は
３
か
月
以
上
継
続
し
て
病
院

等
に
入
院
し
て
い
る
方
は
対
象
外
。

手
当
額　
２
万
７
３
５
０
円（
月
額
）

◇
共
通
注
意
事
項
◇

障
害
の
程
度
に
応
じ
て
診
断
書

が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

本
人
ま
た
は
扶
養
義
務
者
の
前

年
の
所
得
に
よ
る
所
得
制
限
が
あ

り
ま
す
。

★
障
害
福
祉
課
☎
25-

１
１
２
５・

蕭
23-

１
９
６
３

高
齢
者
の
暮
ら
し
を
支
え
る
制

度
の
お
知
ら
せ

　
市
で
は
、
支
援
が
必
要
な
在
宅

高
齢
者
等
に
対
し
て
次
の
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
利
用
す

る
際
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

①
要
介
護
高
齢
者
訪
問
理
美
容
サ

ー
ビ
ス

対
象　
要
介
護
４
・
５
の
60
歳
以

上
で
、
理
美
容
院
へ
行
く
こ
と

が
困
難
な
在
宅
生
活
者

内
容　
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
利

用
券
を
年
間
で
４
枚
発
行

②
高
齢
者
入
浴
料
助
成

対
象　
市
民
税
非
課
税
世
帯
で
、

入
浴
施
設
が
な
い
、
ま
た
は
故

障
等
に
よ
り
使
用
で
き
な
い
自

宅
に
居
住
の
65
歳
以
上
の
方

内
容　
入
浴
施
設
の
入
浴
券
を
１

か
月
あ
た
り
５
枚
発
行

★
地
域
福
祉
課
☎
25-

１
１
２
７

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　        ★広報課☎25-１１５５

 市長コラム
   しんげの一言メッセージ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

※
声
の
広
報
（
録
音
Ｃ
Ｄ
）
の
貸
し
出
し
は
、
図
書
館
本
館
・
児
玉
分
館
・
広
報
課
へ
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
広
報
課
☎
25-

１
１
５
５ 女性スタッフもいるから安心

生前整理・遺品整理・不用品回収

株式会社羽賀商店 埼玉県本庄市栄 3丁目1-25

一般廃棄物収集運搬業許可業者（美里町・伊勢崎市）
（埼玉・群馬・東京）産業廃棄物収集運搬業許可業者

0495-21-3477

リユース・リサイクル品あればお値引き可！

建物解体前の残置物処分

即日対応いたします

見積
無料

本庄市長
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〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

本
庄
市
自
発
的
活
動
支
援
事

業
の
申
請
団
体
を
募
集　

　
市
で
は
、
障
害
者
が
自
立
し
た

日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
で
自

発
的
な
活
動
を
行
う
障
害
者
等
や

そ
の
家
族
、
地
域
住
民
等
に
よ
る

団
体
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め

に
、補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

対
象
団
体（
全
て
を
満
た
す
こ
と
）

①
主
に
市
内
在
住
の
障
害
者
及
び

そ
の
家
族
、
地
域
住
民
等
で
構

成
さ
れ
た
お
お
む
ね
10
人
以
上

の
団
体‌

（
半
数
以
上
が
市
内
在

住
の
障
害
者
及
び
そ
の
家
族
で

あ
る
こ
と
）

②
活
動
拠
点
が
市
内
で
、
主
に
市

内
の
障
害
者
や
そ
の
家
族
、
地

域
住
民
等
を
対
象
と
し
た
活
動

を
行
っ
て
い
る

③
継
続
的
な
活
動
実
績
が
あ
る
ま

た
は
継
続
的
活
動
が
見
込
ま
れ

る
④
会
費
、
ま
た
は
参
加
費
を
徴
収

し
て
い
る

⑤
団
体
の
会
則
ま
た
は
規
約
が
あ

る
対
象
事
業

　
引
き
こ
も
り
対
策
の
た
め
の
ピ

ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
サ
ロ
ン
等

の
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動
、
災
害
対

策
活
動
、
孤
立
防
止
活
動
、
社
会

活
動
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
、

身
近
な
地
域
に
お
け
る
「
心
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
」
推
進
の
た
め
の
活

動
、理
解
促
進
啓
発・研
修
活
動
等

補
助
金
額

　
１
団
体
あ
た
り
上
限
５
万
円

※
交
付
は
同
一
年
度
内
１
事
業
。

補
助
率　
10
分
の
10
以
内
（
補
助

対
象
経
費
と
補
助
限
度
額
の
い

ず
れ
か
低
い
方
の
金
額
）

申
込　
５
月
６
日
㈭
か
ら
６
月
30

日
㈬
ま
で
に
必
要
書
類
を
直
接

障
害
福
祉
課（
市
役
所
１
階
）へ

※
詳
し
く
は
申
請
の
手
引
き
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
申
請
の
手
引
き
及

び
必
要
書
類
は
、
障
害
福
祉
課
及

び
HP
で
配
付
。

★
障
害
福
祉
課
☎
25-

１
１
２
５・

　
蕭
23-

１
９
６
３

ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
（
旧

ま
ち
な
か
再
生
事
業
）
補
助

金
の
お
知
ら
せ

　
市
で
は
、
本
庄
市
立
地
適
正
化

計
画
に
定
め
る
居
住
誘
導
区
域
内

（「
本
庄
駅
周
辺
地
区
」、「
児
玉
駅

周
辺
地
区
」、「
本
庄
早
稲
田
駅
周

辺
地
区
〈
令
和
３
年
度
よ
り
対

象
〉」）
に
お
い
て
、
ま
ち
づ
く
り

に
効
果
が
あ
る
事
業
を
行
う
団
体

に
対
し
、「
ま
ち
づ
く
り
推
進
事

業
補
助
金
」
を
交
付
し
ま
す
。

　
希
望
す
る
団
体
は
、
５
月
31
日

㈪
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
（
全
て
満
た
す
こ
と
）

①
居
住
誘
導
区
域
内
で
実
施
さ
れ

る
ま
ち
づ
く
り
事
業
で
あ
る

②
規
約
を
有
し
、
予
算
と
事
業
計

画
を
も
と
に
継
続
し
て
活
動
し

て
い
る
法
人
等
で
あ
る

③
事
業
の
効
果
が
居
住
誘
導
区
域

に
波
及
し
、
か
つ
、
特
定
の
個

人
ま
た
は
法
人
等
に
帰
属
し
な

い
と
認
め
ら
れ
る

補
助
額　
対
象
経
費
の
２
分
の
１

（
20
万
円
を
上
限
）

※
そ
の
他
の
条
件

等
詳
し
く
は
、
HP

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

★
都
市
計
画
課
☎
25-
１
１
３
８

本
庄
市
空
家
等
対
策
計
画
を

策
定

　
市
で
は
、
空
き
家
に
関
す
る
施

策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進

す
る
こ
と
で
、
公
共
の
福
祉
の
増

進
と
地
域
の
振
興
を
目
指
す
た
め
、

「
本
庄
市
空
家
等
対
策
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
空
き
家

対
策
の
推
進
に
向
け
て
、
次
の
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。

〇
空
き
家
除
却
補
助
制
度

　
要
件
を
満
た
す
空
き
家
の
除
却

に
対
し
て
補
助
金
を
交
付

〇
空
き
家
利
活
用
補
助
制
度

　
空
き
家
を
改
修
し
、
要
件
を
満

た
す
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
促
進

に
資
す
る
施
設
（
交
流
施
設
、
ま

ち
づ
く
り
の
活
動
拠
点
施
設
な
ど
）

を
設
置
す
る
場
合
に
補
助
金
を
交

付〇
埼
北
空
き
家
バ
ン
ク
制
度

　
埼
玉
県
北
部
７
市
町
で
運
営
す

る
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
で
、売
買・

賃
貸
を
目
的
と
す
る
空
き
家
の
掲

載
、
掲
載
物
件
の
売
買
・
賃
貸
交

渉
が
可
能

※
詳
し
く
は
、
HP

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

★
都
市
計
画
課
☎
25-

１
１
３
６

脇島正法律事務所
埼玉弁護士会所属 弁護士 脇島 正

予約制 受付時間：平日 ～

〒 本庄市早稲田の杜
からも予約できます

収入のない方も安心してご相談ください
法テラス制度を利用することで負担なく弁護士に依頼できます

夜間・土日
応相談

初回相談料無料
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新型コロナウイルス感染拡大防止のため、施設利用や催し等へ参加の際は、マスクの着用、消毒、検温等にご協力をお願いし
ます。また、掲載している催し等が中止・延期になる場合があります。市ホームページ、問い合わせ先でご確認ください。

空
き
店
舗
で
開
業
を
希
望
す

る
皆
さ
ん
へ

　
市
で
は
、
空
き
店
舗
を
利
用
し

て
小
売
・
飲
食
業
店
等
を
開
業
す

る
事
業
者
の
改
装
費
の
一
部
を
補

助
す
る
中
心
市
街
地
空
き
店
舗
対

策
補
助
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
か
ら
、
補
助
の
対
象
と
な
る

エ
リ
ア
を
拡
大
し
ま
し
た
。

　
補
助
を
受
け
る
た
め
に
は
、
工

事
着
工
前
に
申
請
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象　
小
売
、
飲
食
ま
た
は

教
育
・
学
習
支
援
を
主
と
す
る

業
種
な
ど

補
助
対
象
経
費　
空
き
店
舗
へ
の

新
規
出
店
時
の
外
装
・
内
装
・

設
備
・
看
板
等
の
改
装
に
要
す

る
工
事
費

補
助
金
額　
対
象
経
費
の
３
分
の

１
（
上
限
50
万
円
）

※
対
象
エ
リ
ア
等

詳
し
く
は
、
HP
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

★
商
工
観
光
課
☎
25-

１
１
７
５

市
民
税
・
県
民
税
申
告
期
限

の
延
長
に
つ
い
て

申
告
所
得
税
及
び
市
民
税
・
県

民
税
申
告
の
申
告
期
限
を
4
月
15

日
㈭
ま
で
延
長
し
ま
し
た
。
申
告

が
必
要
な
方
で
、
ま
だ
済
ま
せ
て

い
な
い
方
は
、
速
や
か
に
申
告
を

お
願
い
し
ま
す
。

会
場市

民
ホ
ー
ル
（
市
役
所
１
階
）

受
付
時
間　
午
前
９
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
４
時

★
課
税
課
☎
25-

１
１
２
３

確
定
申
告
期
限・
納
付
期
限
の

延
長
に
つ
い
て

　
所
得
税
の
申
告
期
限
・
納
期
限

等
を
左
記
の
と
お
り
延
長
し
ま
し

た
。

★
本
庄
税
務
署
☎
22-

２
１
１
１

児
玉
郡
市
手
話
奉
仕
員
養
成

講
座
・
基
礎
課
程

　
手
話
で
日
常
会
話
を
行
う
た
め

に
必
要
な
技
術
を
習
得
し
ま
す
。

日
時　
５
月
12
日
か
ら
12
月
１
日

ま
で
の
毎
週
水
曜
日　
全
25
回

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

（
５
月
19
日
・
７
月
21
日
・
９

月
22
日
・
11
月
３
日
・
11
月
10

日
を
除
く
）

会
場　
児
玉
公
民
館
（
ア
ス
ピ
ア

こ
だ
ま
１
階
）
会
議
室
２・３

講
師　
本
庄
市
児
玉
郡
広
域
聴
覚

障
害
者
福
祉
協
会
及
び
本
庄
市

児
玉
郡
広
域
手
話
通
訳
問
題
研

究
会
会
員

対
象　
市
内
及
び
児
玉
郡
在
住
・

在
勤
で
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

入
門
課
程
を
修
了
し
た
方
、
ま

た
は
同
等
の
技
術
・
知
識
を
有

す
る
方

内
容　
厚
生
労
働
省
手
話
奉
仕
員

養
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
対
応
の
テ

キ
ス
ト
に
準
じ
た
内
容

定
員　
15
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
を
持
っ

て
い
な
い
場
合
は
購
入
）

申
込　
４
月
15
日
㈭
か
ら
電
話
又

は
直
接
左
記
へ

※
託
児
希
望
者
は
相
談
く
だ
さ
い
。

★‌

本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
22-

　
７
２
７
５
・
蕭
22-‌

７
３
０
９

本
庄
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
主
催

春
季
市
民
テ
ニ
ス
大
会

日
時　
４
月
25
日
㈰
、
29
日
㈷
、

５
月
２
日
㈰　

午
前
９
時
～

（
受
付　
午
前
８
時
30
分
～
）

会
場　
若
泉
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対
象　
市
内
及
び
児
玉
郡
在
住
・

在
勤
・
在
学
者
、
市
テ
ニ
ス
協

会
員

種
目　
シ
ン
グ
ル
ス
（
男
子
、
女

子
）、ダ
ブ
ル
ス（
男
子
、女
子
）、

シ
ニ
ア
ダ
ブ
ル
ス

費
用　
一
般
１
５
０
０
円
、
協
会

員
１
０
０
０
円（
1
組
に
つ
き
）

申
込　
４
月
10
日
㈯
ま
で
に
市
テ

ニ
ス
協
会
HP
か
ら
申
込

※
問
い
合
わ
せ
は
市
テ
ニ
ス
協
会

HP
の
お
問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
へ
。

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉☆ あきらめていませんか！！

障害年金を

倉倉田田和和子子

病気やけがのために日常生活や仕事に

障害者手帳をお持ちの方、ぜひ一度

ご相談ください。 （初回相談 無料）

障害年金の専門家 社会保険労務士
連絡先 本庄市西五十子
ＴＥＬ ０８０－１２４２－７６９６

支障があり 歳未満に初診日がある方、

◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　　  ★広報課☎ 25- １１５５

申告期限・納付期限
税 目 延長後の期限

申告所得税
個人事業者の消費税 4月15日㈭
贈与税

振替日
税 目 延長後の期限

申告所得税 ５月31日㈪
個人事業者の消費税 ５月24日㈪

催
し
・
講
座

催
し
・
講
座

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
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〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

は
じ
め
て
の
卓
球
教
室

日
時　
５
月
６
日
か
ら
27
日
ま
で

の
毎
週
木
曜
日　
全
4
回　
午

後
7
時
30
分
～
9
時
30
分

会
場　
シ
ル
ク
ド
ー
ム

講
師　
市
卓
球
連
盟
会
員

対
象　
市
内
在
住
・在
勤
・在
学
者

内
容　
基
本
か
ら
試
合
ま
で

定
員　
20
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
室
内
用
運
動
靴
、
運
動
す

る
服
装
、ラ
ケ
ッ
ト
（
貸
出
可
）

申
込　
４
月
８
日
㈭
か
ら
22
日
㈭

ま
で
に
電
話
ま
た
は
直
接
左
記
へ

★
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

☎
25-

１
１
５
２

早
朝
テ
ニ
ス
教
室

日
時　
５
月
9
日
か
ら
７
月
４
日

ま
で
の
毎
週
日
曜
日　
全
８
回

午
前
7
時
～
9
時

会
場　
若
泉
第
一
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

講
師　
市
テ
ニ
ス
協
会
員

対
象　
市
内
在
住・在
勤・在
学
者

定
員　
20
名
（
先
着
順
）

費
用　
３
０
０
０
円

※
協
会
員
は
２
５
０
０
円
。

用
意　
運
動
す
る
服
装
、
テ
ニ
ス

シ
ュ
ー
ズ
、
ラ
ケ
ッ
ト

申
込　
４
月
８
日
㈭
か
ら
23
日
㈮

ま
で
に
電
話
ま
た
は
直
接
左
記

へ
★
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

☎
25-

１
１
５
２

市
民
弓
道
教
室

日
時　
５
月
11
日
か
ら
６
月
11
日

ま
で
の
毎
週
火
・
金
曜
日　
全

10
回　
昼
の
部　
午
前
10
時
～

11
時
30
分
、
夜
の
部　
午
後
７

時
～
８
時
30
分

会
場　
弓
道
場

講
師　
市
弓
道
連
盟
会
員

対
象　
高
校
生
以
上
の
市
内
及
び

児
玉
郡
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

　
で
弓
道
の
再
開
希
望
者
優
先

定
員　
５
名（
多
数
の
場
合
抽
選
）

費
用　
１
０
０
０
円

用
意　
運
動
す
る
服
装
（
胸
に
ボ

タ
ン
等
の
無
い
長
袖
シ
ャ
ツ
）

※
弓
具
は
貸
し
出
し
ま
す
。

申
込　
４
月
８
日
㈭
か
ら
26
日
㈪

ま
で
に
電
話
ま
た
は
直
接
左
記

へ
★
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

☎
25-

１
１
５
２

市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
初
心
者

及
び
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
教
室

日
時　
５
月
13
日
か
ら
６
月
10
日

ま
で
の
毎
週
木
曜
日　
全
5
回

午
後
7
時
～
9
時

会
場　
シ
ル
ク
ド
ー
ム

講
師　
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
公
認

指
導
員

対
象　
初
心
者
か
ら
中
級
者

内
容　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
基
礎
技

術
の
習
得
と
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

定
員　
20
名
（
先
着
順
）

費
用　
１
０
０
０
円

用
意　
室
内
用
運
動
靴
、
運
動
す

る
服
装
、
ラ
ケ
ッ
ト（
貸
出
可
）

申
込　
４
月
８
日
㈭
か
ら
28
日
㈬

ま
で
に
電
話
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

協
会
事
務
局
・
荒
井
（
☎
０
９

０-

１
９
９
７-

７
８
７
９
）へ

★
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

☎
25-

１
１
５
２

市
民
弓
道
大
会

日
時　
５
月
16
日
㈰　
午
前
9
時

～（
受
付　
午
前
８
時
30
分
～
）

会
場　
弓
道
場

対
象　
市
内
在
住・在
勤・在
学
者
、

県
北
各
弓
道
連
盟
招
待
選
手

種
目　
近
的
一
般
男
女
混
合
（
三

段
以
下
の
部
、四
段
以
上
の
部
）

※
高
校
生
の
部
は
行
わ
な
い
。

競
技　
一
手
1
回
・
四
ツ
矢
2
回

（
坐
射
・
立
射
）
計
10
射

費
用　
無
料

申
込　
４
月
10
日
㈯
か
ら
30
日
㈮

ま
で
に
参
加
申
込
書
を
左
記
へ

郵
送

郵
送
先　
〒
３
６
９-

０
３
０
７

　
上
里
町
嘉
美
48　
本
庄
市
弓
道

連
盟
会
長　
中
島　
勇　
宛

※
参
加
申
込
書
は
弓
道
場
で
配
付
。

★
市
弓
道
連
盟
・
中
島
☎
22-

３

　
７
９
２
（
弓
道
場
）

春
季
初
心
者
親
子
拳
法
教
室

日
時　
５
月
15
日
か
ら
６
月
12
日

ま
で
の
毎
週
土
曜
日　
全
５
回

午
後
7
時
～
８
時
30
分

会
場　
武
道
館

講
師　
少
林
寺
拳
法
公
認
指
導
員

対
象　
小
学
生
以
上
の
市
内
在
住・

在
勤
・
在
学
者

内
容　
身
を
守
る
た
め
の
護
身
術

定
員　
15
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
運
動
す
る
服
装
、着
替
え
、

汗
拭
き
用
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
込　
４
月
８
日
㈭
か
ら
30
日
㈮

　
ま
で
に
電
話
で
少
林
寺
拳
法
連

　
盟
・
富
澤
（
☎
０
９
０-

４
５

　
９
７-

５
６
１
９
）
へ

★
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

☎
25-

１
１
５
２
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本
庄
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

主
催

市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
教
室

日
時　
５
月
３
日
か
ら
31
日
ま
で

の
毎
週
月
曜
日　
全
５
回　
午

前
９
時
～
正
午

会
場　
若
泉
運
動
公
園
第
２
グ
ラ

ウ
ン
ド

講
師　
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協

会
指
導
員

対
象　
市
内
在
住・
在
勤・
在
学
者

定
員　
30
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
運
動
す
る
服
装
（
用
具
は

用
意
し
ま
す
）

申
込　
４
月
８
日
㈭
か
ら
19
日
㈪

ま
で
に
電
話
ま
た
は
直
接
左
記

へ
★
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
・

田
中
☎
21-

６
７
９
９

市
民
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ

ル
フ
教
室

日
時　
５
月
12
日
㈬
・
19
日
㈬　

全
２
回　
午
前
９
時
～
11
時
30
分

会
場　
本
庄
総
合
公
園
陽
だ
ま
り

の
丘
Ｔ
Ｂ
Ｇ
コ
ー
ス

講
師　
全
日
本
Ｔ
Ｂ
Ｇ
協
会
認
定

指
導
員

対
象　
市
内
在
住・
在
勤・
在
学
者

内
容　
競
技
の
説
明
・
実
技
指
導

定
員　
10
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
運
動
す
る
服
装

申
込　
４
月
８
日
㈭
か
ら
22
日
㈭

ま
で
に
電
話
ま
た
は
直
接
ス
ポ
ー

ツ
推
進
課（
☎
25-

１
１
５
２
）へ

★
市
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

協
会
・
神
戸
☎
21-

２
４
６
５

市
民
登
山
教
室

日
時　
講
座
：
５
月
22
日
㈯
・
６

月
５
日
㈯　
全
２
回　
午
後
１

時
30
分
～
４
時
30
分
（
受
付　

午
後
１
時
～
）、
実
技
：
５
月

29
日
㈯　
午
前
9
時
～
午
後
3

時（
受
付　
午
前
８
時
30
分
～
）

※
悪
天
候
時
、
実
技
は
６
月
５
日

㈯
に
順
延
。

会
場　
講
座
：
エ
コ
ー
ピ
ア
、
実

技
：
陣
見
山

講
師　
市
山
岳
協
会
指
導
員

対
象　
市
内
在
住・
在
勤・在
学
者

内
容　
登
山
の
初
歩
的
知
識
・
技

術
の
学
習
・
習
得

定
員　
15
名
（
先
着
順
）

費
用　
１
０
０
０
円

用
意　
講
座：筆
記
用
具
、
実
技：

運
動
す
る
服
装
、
昼
食
、
飲
み

物
、
敷
物
、
雨
具
、
帽
子
、
手

袋
、
履
き
慣
れ
た
運
動
靴
、
筆

記
用
具
等

申
込　
４
月
８
日
㈭
か
ら
５
月
７

日
㈮
ま
で
に
電
話
ま
た
は
直
接

左
記
へ

★
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

☎
25-

１
１
５
２

◎
開
催
場
所
の
記
載
が
な
い
も
の

は
、
主
催
公
民
館
が
会
場
で
す
。

申
し
込
み
は
、
原
則
と
し
て
午
前

８
時
30
分
か
ら
で
す
。

※
費
用
の
か
か
る
講
座
の
キ
ャ
ン

セ
ル
は
、
費
用
を
負
担
し
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
参
加
の
際
は
、
事
前
の
検
温
、

マ
ス
ク
、
飲
み
物
の
用
意
を
お
願

い
し
ま
す
。

本
庄
東
公
民
館
☎
22-

３
４
０
４

◆
エ
ー
ジ
レ
ス
体
操
教
室

　
音
楽
に
合
わ
せ
て
行
う
ス
ト
レ

ッ
チ
・
筋
ト
レ
・
リ
ズ
ム
体
操
で
、

腰
や
膝
な
ど
を
矯
正
し
て
腰
痛
や

膝
痛
等
を
予
防
し
ま
す
。

日
時　
５
月
７
日
㈮
・
14
日
㈮
・

21
日
㈮　
全
３
回　
午
後
２
時

～
３
時
30
分　

講
師　
小
林　
由
美
子　
先
生

定
員　
12
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
運
動
す
る
服
装
、
室
内
用

運
動
靴
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（
バ
ス

タ
オ
ル
）

申
込　
４
月
９
日
㈮
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
公
民
館
へ
（
木
・

土
・
日
・
休
日
は
連
絡
不
可
）

本
庄
西
公
民
館
☎
21-

８
７
８
６

◆
ほ
っ
と
す
る
時
間
で
、
は
じ
め

て
の
水
彩
画
教
室

　
何
で
も
絵
に
な
る
デ
ッ
サ
ン
か

ら
始
め
、
作
品
評
価
で
は
な
く
、

脳
活
に
楽
し
く
挑
戦
す
る
教
室
で

す
。

日
時　
４
月
26
日
か
ら
５
月
17
日

ま
で
の
毎
週
月
曜
日　
全
４
回

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

講
師　
野
坂　
文
代　
先
生

定
員　
10
名
（
先
着
順
）

費
用　
６
０
０
円

用
意　
筆
記
用
具

申
込　
４
月
12
日
㈪
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
公
民
館
へ
（
水
・

土
・
日
・
休
日
は
連
絡
不
可
）

◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　　  ★広報課☎ 25- １１５５

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

367-0042
FAX

公
民
館

公
民
館

掲
載
の
全
公
民
館
事
業
が

は
に
ぽ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
対
象
事
業
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本
庄
公
民
館
☎
24-

７
３
８
３

◆
本
庄
歴
史
講
座
～
郷
土
の
歴
史

を
学
ぼ
う
～

　
万
葉
の
頃
か
ら
戦
国
時
代
ま
で

の
本
庄
の
歴
史
を
学
び
ま
す
。

日
時

①
４
月
23
日
㈮
・
５
月
７
日
㈮
・

21
日
㈮　
全
３
回　
午
後
１
時

30
分
～
３
時

②
５
月
19
日
㈬
・
６
月
２
日
㈬
・

16
日
㈬　
全
３
回　
午
後
１
時

30
分
～
３
時

※
①
②
の
い
ず
れ
か
を
選
択
。

講
師　
柴
崎　
起
三
雄　
先
生

内
容　
１
日
目　
遺
跡
が
語
る
万

葉
の
頃
、
２
日
目　

源
平
合

戦
・
一
ノ
谷
の
ヒ
ー
ロ
ー
、
３

日
目　
合
戦
に
つ
ぐ
合
戦

定
員　
各
15
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
筆
記
用
具

申
込　
４
月
９
日
㈮
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
公
民
館
へ
（
土
・

日
・
休
日
は
連
絡
不
可
）

◆
ワ
ー
ド
基
礎
講
座

　
文
字
入
力
や
基
本
の
編
集
を
学

び
ま
し
ょ
う
。

日
時　

①
５
月
10
日
か
ら
31
日
ま
で
の
毎

週
月
曜
日　
全
４
回　
午
前
９

時
～
正
午

②
６
月
７
日
か
ら
28
日
ま
で
の
毎

週
月
曜
日　
全
４
回　
午
前
９

時
～
正
午

※
①
②
の
い
ず
れ
か
を
選
択
。

場
所　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
３
階　

Ｉ
Ｔ
活
動
室

講
師　
南　
徳
美　
先
生

定
員　
各
12
名
（
先
着
順
）

費
用　
２
０
０
０
円

用
意　
パ
ソ
コ
ン
（
貸
出
可
）
、

Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー
、
筆
記
用
具

申
込　
４
月
12
日
㈪
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
公
民
館
へ
（
土
・

日
・
休
日
は
連
絡
不
可
）

◆
エ
ク
セ
ル
基
礎
講
座

　
基
本
的
な
機
能
を
学
び
、
表
や

グ
ラ
フ
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時　

①
５
月
10
日
か
ら
31
日
ま
で
の
毎

週
月
曜
日　
全
４
回　
午
後
１

時
～
４
時

②
６
月
７
日
か
ら
28
日
ま
で
の
毎

週
月
曜
日　
全
４
回　
午
後
１

時
～
4
時

※
①
②
の
い
ず
れ
か
を
選
択
。

場
所　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
３
階　

Ｉ
Ｔ
活
動
室

講
師　
南　
徳
美　
先
生

定
員　
各
12
名
（
先
着
順
）

費
用　
２
０
０
０
円

用
意　
パ
ソ
コ
ン
（
貸
出
可
）
、

Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー
、
筆
記
用
具

申
込　
４
月
12
日
㈪
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
公
民
館
へ
（
土
・

日
・
休
日
は
連
絡
不
可
）

本
庄
南
公
民
館
☎
21-

８
７
８
５

◆
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
教
室

　
フ
ル
ー
ト
演
奏
と
歌
を
鑑
賞
す

る
こ
と
で
、
心
和
む
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　
５
月
６
日
㈭　
午
前
10
時

30
分
～
11
時
30
分

講
師　
飯
島　
奈
央　
先
生
、
飯

島　
法
子　
先
生

定
員　
15
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

申
込　
４
月
12
日
㈪
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
公
民
館
へ
（
水
・

土
・
日
・
休
日
は
連
絡
不
可
）

◆
自
宅
で
で
き
る
簡
単
ス
ト
レ
ッ

チ
教
室

　
自
宅
で
簡
単
に
で
き
る
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
を
覚
え
、
体
調
を
整
え
ま

し
ょ
う
。

日
時　
５
月
７
日
㈮
・
14
日
㈮
・

21
日
㈮　
全
３
回　
午
前
11
時

～
正
午

講
師　
芦
澤　
慶
之　
先
生

定
員　
10
名
（
先
着
順
）

費
用　
１
０
０
円

用
意　
運
動
す
る
服
装
、
ヨ
ガ
マ

ッ
ト
（
バ
ス
タ
オ
ル
）
、
筆
記

用
具

申
込　
４
月
12
日
㈪
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
公
民
館
へ
（
水
・

土
・
日
・
休
日
は
連
絡
不
可
）

北
泉
公
民
館
☎
22-

２
４
８
４

◆
菊
づ
く
り
教
室

　
家
庭
で
飾
れ
る
素
敵
な
菊
の
鉢

植
え
を
つ
く
り
ま
す
。

日
時　
５
月
12
日
㈬
・
６
月
９
日

㈬　
全
２
回　
午
後
１
時
30
分

～
３
時

講
師　
本
庄
市
菊
花
会
の
皆
さ
ん

定
員　
10
名
（
先
着
順
）

費
用　
１
０
０
０
円

用
意　
鉢
持
ち
帰
り
用
ビ
ニ
ー
ル

袋
、軍
手
、手
拭
き
用
タ
オ
ル
、

筆
記
用
具

申
込　
４
月
14
日
㈬
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
公
民
館
へ
（
金・土・

日
・
休
日
は
連
絡
不
可
）

防犯安心ニュース
子どもを犯罪から守るために  ～地域みんなで子どもを守りましょう～

★危機管理課☎ 25- １１８４

子どもにおしえること…いかのおすし
●知らない人についていかない（甘い言葉にのらない）
●知らない人の車にのらない
●危ないと思ったら、おおきな声で叫ぶ
●その場からすぐ、にげる、近くの家や店に駆け込む
●おとなの人に、しらせる

おとなができること
●見慣れない人が、子どもに話しかけて
　いるのをみたら声をかける
●子どもの帰宅時間を確認する 
●子どもの変化を見逃さない
●一緒に外出した時は、子どもから目を離さない

出かけるときは、
誰と、どこで何を
して、帰る時間は
何時になるか伝え
よう！
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藤
田
公
民
館
☎
22-

２
３
３
２

◆
骨
盤
調
整
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

　
骨
盤
を
中
心
に
全
身
の
ゆ
が
み

を
整
え
る
や
さ
し
い
体
操
で
す
。

腰
痛
や
不
調
を
解
消
し
、
心
も
身

体
も
す
っ
き
り
爽
や
か
に
な
り
ま

す
。

日
時　
5
月
12
日
㈬
・
19
日
㈬
・

26
日
㈬　
全
3
回　
午
後
1
時

30
分
～
3
時

講
師　
染
谷　
信
子　
先
生

定
員　
12
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
運
動
す
る
服
装
、
ヨ
ガ
マ

ッ
ト
（
バ
ス
タ
オ
ル
）

申
込　
４
月
13
日
㈫
午
後
1
時
30

分
か
ら
電
話
ま
た
は
直
接
公
民

館
へ
（
金
・
土
・
日
･
休
日
は

連
絡
不
可
）

◆
初
め
て
の
野
鳥
写
真
教
室

　

野
鳥
と
の
出
会
い
を
通
し
て
、

撮
影
の
基
本
を
学
び
、
そ
の
楽
し

さ
に
ふ
れ
る
教
室
で
す
。

※
公
民
館
に
写
真
を
展
示
し
て
い

ま
す
。

日
時　
５
月
13
日
㈭　
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

講
師　
砂
永　
一
行　
先
生

定
員　
12
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
筆
記
用
具

※
カ
メ
ラ
が
無
く
て
も
参
加
可
。

申
込　
4
月
13
日
㈫
午
後
1
時
30

分
か
ら
電
話
ま
た
は
直
接
公
民

館
へ
（
金
・
土
・
日
･
休
日
は

連
絡
不
可
）

仁
手
公
民
館
☎
22-

３
５
３
８

◆
手
作
り
マ
ス
ク
教
室

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ

ス
ク
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時　
５
月
14
日
㈮　
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

講
師　
中
野　
幸
江　
先
生

定
員　
８
名
（
先
着
順
）

費
用　
５
０
０
円

用
意　
お
気
に
入
り
の
布
地
、
ハ

ン
カ
チ
等
（
布
地
が
な
い
場
合

は
用
意
し
ま
す
）

※
ミ
シ
ン
の
あ
る
方
は
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

申
込　
４
月
12
日
㈪
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
公
民
館
へ
（
水
・

土
・
日
・
休
日
は
連
絡
不
可
）

児
玉
中
央
公
民
館
（
セ
ル
デ
ィ
）		　　
　
　
　
　

☎
72-

８
８
５
１

◆
ち
び
っ
こ
集
ま
れ
！
昆
虫
採
集

教
室

　
昆
虫
の
活
動
が
活
発
に
な
る
５

月
の
児
玉
で
昆
虫
採
集
を
し
ま
せ

ん
か
。

日
時　
５
月
15
日
㈯　
午
前
９
時

30
分
（
集
合
）
～
11
時
30
分

集
合
場
所　
観
光
農
業
セ
ン
タ
ー

講
師　
岡
田　
忠
彦　
先
生

定
員　
10
名
（
先
着
順
）

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

費
用　
無
料

用
意　
汗
拭
き
用
タ
オ
ル
、
運
動

靴
、
帽
子
、
長
そ
で
長
ズ
ボ
ン
、

虫
か
ご
、
虫
取
り
網
（
お
持
ち

の
方
）

申
込　
４
月
20
日
㈫
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
公
民
館
へ

共
和
公
民
館
☎
72-

０
３
３
７

◆
認
知
症
予
防
に
効
果
的
！
立
体

パ
ズ
ル
教
室

　
約
40
年
前
に
大
流
行
し
、
認
知

症
予
防
グ
ッ
ズ
と
し
て
再
び
注
目

を
集
め
て
い
る
立
体
パ
ズ
ル
。
面

を
そ
ろ
え
る
コ
ツ
を
学
び
、
あ
な

た
も
６
面
完
成
に
挑
戦
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
時　
４
月
17
日
㈯　
午
前
10
時

～
11
時
30
分

講
師　
出
牛　
貴
志　
先
生

定
員　
５
名
（
先
着
順
）

費
用　
５
０
０
円

申
込　
４
月
９
日
㈮
か
ら
電
話
で

公
民
館
へ
（
水
・
土
・
日
・
休

日
は
連
絡
不
可
）

◆
米
麹こ
う
じで
作
っ
た
甘
酒
教
室

　
手
作
り
の
麹
を
使
い
、
添
加
物

を
一
切
使
用
し
な
い
安
心
安
全
な

お
い
し
い
甘
酒
を
作
り
ま
す
。
麹

を
使
っ
た
レ
シ
ピ
も
伝
え
ま
す
。

日
時　
４
月
17
日
㈯　
午
後
２
時

～
３
時

講
師　
池
田　
芳
野　
先
生

定
員　
15
名
（
先
着
順
）

費
用　
２
０
０
円

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
（
バ

ン
ダ
ナ
）、
手
拭
き
用
タ
オ
ル

申
込　
４
月
12
日
㈪
か
ら
電
話
で

公
民
館
へ
（
水
・
土
・
日
・
休

日
は
連
絡
不
可
）　　

	老人福祉センターつきみ荘の休館日　☎ 22- ８１２６
　５日㈪・12日㈪・19日㈪・26日㈪・５月６日㈭・
　10日㈪
	余熱利用施設湯かっこの休館日　☎ 22- ８１２６
　５日㈪・12日㈪・19日㈪・26日㈪・５月10日㈪
 ボートレース戸田開催日程
　～４日㈰・13日㈫～16日㈮・19日㈪～23日㈮・
　５月１日㈯～６日㈭・９日㈰～12日㈬
※本庄市は埼玉県都市競艇組合に加入しており、組合  
からの配分金をさまざまな事業に活用しています。

－今月の納税納付〔納期限：４月30日㈮〕－
  ・国民健康保険税　随時　　・介護保険料　 随時  
  ・後期高齢者医療保険料　随時

－市税夜間・休日収納窓口のお知らせ－
日時　４月５日㈪・５月６日㈭　午後５時15分～７時
場所　収納課（市役所１階）☎25-１１２０
　　　支所市民福祉課市民税務係
　　　（アスピアこだま１階）☎ 72-１３３３
日時　４月25日㈰　午前８時30分～午後５時15分
場所　収納課（市役所１階）☎25-１１２０
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★今月の児童図書
泣いたあとは、新しい靴をはこう。

日本ペンクラブ　編
渋沢栄一伝　　　　　　　小前　亮　作
町にきたヘラジカ　フィル・ストング　作
響け、希望の音　　　　田中　宏和　著
つばきレストラン　おおたぐろ　まり　さく
パイナップル　　　　  竹内　誠人　監修

★今月の児童図書
うさぎのモニカのケーキ屋さん　

小手鞠　るい　さく
学校、行かなきゃいけないの？　

雨宮　処凛　著
気をつけよう！自転車トラブル　１

日本交通安全教育普及協会　監修
うまれたよ！ヘビ　関　慎太郎　写真・文

新 着 図 書 案 内

児 玉 分 館

本　　館

開館時間／午前９時30分～午後６時15分
　　　　　木・金曜日のみ午後８時閉館（本館のみ）　
休 館 日／５日㈪、12日㈪、19日㈪、26日㈪、30日㈮（館内整理日）
　　　　　５月６日㈭、10日㈪
ホームページアドレス／http://www.lib.honjo.saitama.jp/

人間椅子	

そこに工場があるかぎり　　		

ごちそうたべにきてください

みんなちがってみんなステキ

江戸川　乱歩　著　立東舎

小川　洋子　著　集英社

しもかわら　ゆみ　絵　講談社

高橋　うらら　著　新日本出版社

ある作家に届いた原稿。
そこには、一人の椅子職
人の生活が綴

つづ
られ…そし

て、衝撃の結末が。乱歩と
人気イラストレ－タ－の
コラボで鮮やかに生まれ
変わった乱歩作品です。

LGBT理解のために、学校
現場への出張授業やLGBT
就職支援などの活動をす
る団体、ReBit（りびっと）。
自問自答しながらも前に
すすみつづけるメンバー
たちの思いを紹介。

★今月の一般図書
ヴェルサイユ宮の聖殺人

宮園　ありあ　著
渋沢栄一 92年の生涯　春の巻　		　　
　　　　　　　　　　白石　喜太郎　著
地球に月が２つあったころ
　　　　　エリック・アスフォ－グ　著
終の暮らし　　　　　　曽野　綾子　著

★今月の一般図書
図解でわかる 14歳から知る食べ物と人
類の１万年史

インフォビジュアル研究所　著
むかしむかしあるところに、哲学者が
やってきた。　　　　　小川　仁志　著
渋沢栄一の深谷　

河田　重三　文・清水　勉　写真

図 書 館 だ よ り

たのしいおはなし会

◇本　　館
日時　４月10日㈯
　　　午前11時～11時30分
　　　４月24日㈯
　　　午後２時～２時30分
内容　｢春」をテーマとした絵
　　　本や紙芝居など
協力　よみきかせサークル「本
　　　庄ほんの会」のみなさん
◇児玉分館
日時　４月10日㈯　
　　　午前11時～11時30分
内容　｢春」をテーマとした絵
　　　本や紙芝居など
協力　こだまお話しの会・語り
　　　の会ことよりのみなさん

本館☎ 24- ３７４６／児玉分館☎ 73- １７８３

ごちそうするのが大好き
なうさぎは、秋になると
木の実をたくさん集めて
「ごちそうたべにきてく
ださい」と手紙を書きま
した。すると、森の仲間が
つぎつぎにやってきて…

国内唯一の競技用ボー
ト、ベビーカー、大人の
色鉛筆…。日本の繊細で
ユニークなものづくりの
愛おしさと本質、携わる
人々の思いを伝える珠玉
の工場見学エッセイ。

イ ベ ン ト

絵本とわらべうたのおはなし会

◇本　　館　
　４月１日㈭
　５月13日㈭
　午前11時～11時30分
◇児玉分館　
　４月14日㈬
　午前11時～11時30分
対象　未就学児と保護者
内容　絵本の読み聞かせやわら
　　　べうたなど

 	本庄高校図書館地域開放日
（土曜日）

※貸出不可。閲覧のみ利用できます。
◎当面の間、地域開放の詳細につ
いては、本庄高校のホームページ
でご確認ください。
 本庄高校図書館地域開放  で検索
★本庄高校図書館☎21-１１９５

新型コロナウイルス感染拡大防止
のため、館内は常時換気を行って
います。館内の温度調節が難しく
なっていますので、温度調節ので
きる服装でのご来館をお願いしま
す。また、感染状況等によりイベ
ント等を中止することがあります。
詳細はホームページや館内掲示で
お知らせします。
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市民相談（４月〜５月）　相談は無料、秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    ※市役所の受付は、午前８時30分～午後５時15分

相 談 名 相	談	日	時	な	ど 会　場 問	い	合	わ	せ
行 政 ４月15日㈭・５月20日㈭　午後１時～４時

市役所１階 市民相談室 
   　　 

法 律

４月７日㈬・14日㈬・21日㈬・28日㈬
 午後１時～４時
◎５月の相談日

弁護士に
よる相談

５月12日㈬・27日㈭
午後１時～４時　定員＝各日６名（先着順)
※27日の会場は、アスピアこだま１階相談室

司法書士に
よる相談

５月26日㈬
午後１時～４時   定員＝６名（先着順)

労 働 法 律 ５月19日㈬　 午後１時～４時   定員＝６名（先着順)
相談員＝弁護士

不 動 産 ４月９日㈮・５月14日㈮　午後１時～４時
相談員＝宅地建物取引士

年金・労働 ４月８日㈭　午後１時～４時
相談員＝社会保険労務士

税 務 ４月13日㈫・５月11日㈫　午後１時～４時　
相談員＝税理士　

消 費 生 活
毎週月・水・木・金曜日（休日を除く）
午前９時30分～正午、午後１時～３時30分 市役所４階 商工観光課 商工観光課 ☎25-１１７５

毎週火・金曜日（休日を除く）
午前９時30分～正午、午後１時～３時30分

上里町役場２階
　　　　　産業振興課

上里町役場産業振興課
 ☎35-１２３２

人 権
当面の間、対面による相談を中止します。相談を希望される方は、電話相談を
ご利用ください。
平日午前８時30分～午後５時15分

法務局：みんなの人権１１０
番（人権一般）
  ☎０５７０-００３-１１０

ＤＶ・女性 毎週月～金曜日（休日を除く）
午前８時30分～午後５時15分　

市役所３階
市民活動推進課

市民活動推進課
 ☎25-１１４４☎25-１１１８

家 庭 児 童 毎週月～金曜日（休日を除く) 午前９時～午後４時 市役所２階  子育て支援課 子育て支援課 ☎25-１１２９
（家庭児童相談室）

教 育
（不登校等）毎週月～金曜日（休日を除く)午前９時30分～午後３時 ふれあい教室

（旧勤労会館２階）

教育支援センター
 ☎22-４２８７

教 育
（いじめ等）

毎週水曜日（休日を除く）電話相談　午後１時30分～５時
※面談による相談は、電話相談の時間内に事前予約受付

子どもの心の相談員
 ☎21-７３３７

心 配 ご と

第１月曜日を除き毎週月曜日（休日を除く） 
午後１時～４時（受付は３時30分まで）
※相談時間中のご連絡は、☎21-８９７６へ

はにぽんプラザ２階
　　　　　　　相談室

本庄市社会福祉協議会
 ☎24-２７５５

４月５日㈪
午後１時～４時（受付は３時30分まで）

アスピアこだま１階
　　　　　　　会議室

本庄市社会福祉協議会児玉支所
 ☎73-１２３７

結　　 婚 ４月14日㈬・５月12日㈬・16日㈰
午後１時～４時（受付は３時30分まで)

はにぽんプラザ２階
　　　　　　　相談室

本庄市社会福祉協議会
 ☎24-２７５５成 年 後 見

４月13日㈫・27日㈫・５月11日㈫・25日㈫
午後１時～４時
※前月初日（休日は除く）より先着順で当日午後２時
まで受付（受付開始日は電話予約のみ）

成 年 後 見
（電話相談）休日を除く月～金曜日　午前９時～午後５時 成年後見相談ダイヤル

☎0120-235-833 地域福祉課 ☎25-１１４２

高齢者相談 休日を除く月～金曜日　午前８時30分～午後５時15分
※担当する地域は、おおむね中学校区域

本庄市西地域包括支援センター　本庄市社会福祉協議会
（銀座１- １- １） ☎22- ７０８８
本庄市東地域包括支援センター　安誠園

（本庄３- １-21） ☎22- ６２６２
本庄市南地域包括支援センター　シャローム　

（今井 1251-1） ☎23- ９５８０
児玉地域包括支援センター

（児玉町金屋 1302-1） ☎73- １５４５
若者就労相談
(15歳〜49歳)

毎週月～金曜日、第４土曜日（休日を除く) 
午前９時～午後５時に事前予約

深谷若者サポートステーション（深谷市西島４-２-61
ウェストビル２階） ☎０４８-５７７-４７２７

・各種相談は予約制
・５月の相談予約は、４月20日㈫から受付開始       
　（先着順。受付開始日は電話予約のみ）
・同月に同じ相談を複数申し込みすることはでき
　ません

　各種相談日
●法律相談　　　　　　　　　 ●行政相談 毎月第３木曜日
・弁 護 士　毎月第１・２水曜日、 ●不動産相談 毎月第２金曜日
※奇数月第４木曜日（児玉会場） ●年金・労働相談 偶数月第２木曜日
・司法書士　毎月第３・４水曜日 ●税務相談 毎月第２火曜日
 （労働法律相談のある月は第４水曜日のみ）  
●労働法律相談（弁護士）５・８・11・２月の第３水曜日　
※祝休日のときは変更となります。

　　　☎25-１１１３
市民課☎25-１１１２
　　　☎25-１１１０

※埼玉県では無料の県民相談を実施しています。県民相談の詳細は、埼玉県ホームページをご覧ください
相談名：弁護士・司法書士による法律相談、県職員による電話・面談相談、県職員によるインターネット県民相談、
　　　　弁護士による出張法律相談、交通事故相談等

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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令和３ 集団特定健康診査等受診券

必ずお読みください！！

請中の場合はご注意ください）。

人は、この健診を受けることができません（申

健診日において、他の医療保険に加入している

☆

①健診の日程・予約方法等が書かれています。めくる

38
90
96
a-
3-
11
21
21

○前立腺がん（PSA）検診

２０２１．３
（１１，１４３円）をお支払いいただきます。

令和３年度 特定健康診査等受診券

（プリンセス健診のみ） ○乳がん検診 ○子宮頸がん検診

の除外対象に該当する人は、本庄市健康推進課（保健セ

医師の判断により実施 ○心電図 ○眼底検査

○診察

○尿検査○問診

○血液検査○血圧測定

○身体計測

２７，０００

ンター）へご連絡ください。

できません。
（前住所地での実施を含む）を受診した人は受診

同一年度内に他の医療保険者の特定健康診査等

機関（個別）で重複して受診できません。また、

＊ 市の健診（検診）は、健診センター（集団）と医療

》年度《

がん検査キットは予約申込み後、健診センターより郵送

各健診（検診）の案内通知、問診票、尿検査容器、大腸

○大腸がん検診○肺がん・結核検診

○胃がんリスク検診

同時に受診できるがん検診

健診項目

設に入所または入居している人 等

ている人

☆勤務先での健診を受ける（予定も含む）人または、上記

・ 老人ホーム・介護保険施設または障害者支援施

・ 病院または診療所に６月以上継続して入院し

ことがわかった場合には、受診に要する費用
対象者でない

※本庄市保健センターは平成２９年７月に移転しました。

〒３６７－００３１ 本庄市北堀１４２２番地１

防検診）の両方を受けることはできません。ど

＊ 同一年度内に特定健康診査等と人間ドック（予

各種がん検診の受診券は、この通知書ではありません。

※

します。

健診当日に持参してください。

＊

この通知書が特定健診等の受診券になります。
大切に保管してください。切り離すことなく、

る回数は年度内に１回となります。

＊ 特定健康診査等・各種がん検診共に、受診でき

ちらか一方を選んでお受けください。

療制度に加入している人が対象となります。

＊ 健診当日に本庄市国民健康保険・後期高齢者医

・ 妊産婦

《特定健診の除外対象となる人》

《健診の注意事項》

注意！

※ご案内は内側にあります。矢印方向にゆっくりていねいにはが
して中をお読みください。

はにぽんチャレンジ対象事業

特定健診、がん検診を受けましょう

電話 ０４９５－２４－２００３

本庄市役所保健部健康推進課（本庄市保健センター）

HHM－１３

本庄市マスコット

親 展

本庄局

②健診の注意事項等が書かれています。
めくる

郵 便
料金後納

　
特
定
健
診
の
目
的
は
、
内
臓
脂
肪
症
候

群
（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）
ま

た
は
そ
の
予
備
群
の
方
を
特
定
し
、
将
来

の
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
を
中
心
に
、
生
活

習
慣
の
見
直
し
の
き
っ
か
け
を
つ
く
る
こ

と
で
す
。

　
健
診
の
結
果
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
ま
た
は
そ
の
予
備
群
と
特
定
さ
れ

た
方
に
は
特
定
保
健
指
導
を
実
施
し
ま
す
。

　
健
診
会
場
は
健
診
セ
ン
タ
ー
（
保
健
セ

ン
タ
ー
内
）
と
セ
ル
デ
ィ
で
、
一
部
の
が

ん
検
診
が
同
時
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

対
象

・
本
庄
市
国
民
健
康
保
険(

本
庄
市
国
保)

の
加
入
者
で
、
令
和
４
年
３
月
31
日
ま

で
に
満
40
歳
以
上
に
な
る
方
（
昭
和
57

年
３
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者

【
次
の
方
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
】

①
妊
娠
中
の
方

②
施
設
等
に
入
所
中
の
方

③
６
か
月
以
上
継
続
し
て
入
院
中
の
方

④
受
診
時
に
本
庄
市
国
保
・
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
未
加
入
の
方(

さ
か
の
ぼ

り
で
資
格
を
喪
失
し
た
場
合
も
含
み

ま
す
。
健
康
保
険
の
切
替
手
続
き
中

の
方
は
ご
注
意
く
だ
さ
い)

職
場
で
健
診
を
受
け
る
方

　
本
庄
市
国
保
の
加
入
者
で
、
職
場
で
健

診
を
受
診
す
る
方
は
、
健
診
結
果
の
提
出

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
結
果
は
今

後
の
健
康
づ
く
り
に
生
か
し
ま
す
。

提
出
先　
健
康
推
進
課

※
特
定
健
診
等
を
受
診
す
る
方
は
、
予
防

検
診
（
人
間
ド
ッ
ク
）
助
成
金
は
利
用
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
予
防
検
診
助
成
金
に
つ
い
て
は
、

保
険
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

健
診
の
受
け
方

　
予
約
が
必
要
で
す
。
予
約
受
付
開
始
日

（
29
ペ
ー
ジ
参
照
）
以
降
に
予
約
受
付
専

用
電
話
番
号
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
11
月
30
日
㈫
ま
で
（
平
日
の

み
）

受
付
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
15
分

※
保
健
セ
ン
タ
ー
、
セ
ル
デ
ィ
で
の
電
話

及
び
窓
口
で
の
予
約
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

予
約
受
付
専
用
電
話
番
号
（
無
料
）

☎
０
１
２
０-

４
０
１-

９
６
０

※
「
０
１
２
０
」
を
省
略
せ
ず
に
お
か
け

く
だ
さ
い
。

費
用　
無
料

用
意　
特
定
健
診
等
受
診
券
、
健
康
保
険

　
証

特
定
健
康
診
査

後
期
高
齢
者
健
康
診
査

　
今
年
度
の
特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診
が
始
ま
り
ま
す
。
対
象
者
に
は
受
診
券
を
４
月
１
日
に
発
送
し

　
今
年
度
の
特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診
が
始
ま
り
ま
す
。
対
象
者
に
は
受
診
券
を
４
月
１
日
に
発
送
し

ま
し
た
。
対
象
者
で
、
４
月

ま
し
た
。
対
象
者
で
、
４
月
1010
日
を
過
ぎ
て
も
受
診
券
が
届
か
な
い
方
は
健
康
推
進
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
を
過
ぎ
て
も
受
診
券
が
届
か
な
い
方
は
健
康
推
進
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

↑受診券（はがき）

はにぽんチャレンジ対象事業

★
健
康
推
進
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
☎

★
健
康
推
進
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
2424--

２
０
０
３

２
０
０
３
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令和３年度　特定健康診査等日程表
健診名（会場） 日程 予約受付

開始日
プリンセス健診

（健診センター）
5/7㈮、6/25㈮、7/19㈪、9/21
㈫、10/22㈮、11/26㈮ 4/12㈪～

特定健診
（セルディ） 9/28㈫～10/1㈮ 4/13㈫～

特定健診
（健診センター）

5月 ６㈭､★７㈮､８㈯､ 
11㈫～14㈮、22㈯

4/14㈬～

6月 ７㈪､９㈬～12㈯、 
22㈫～24㈭、★25㈮

7月 ５㈪､６㈫､12㈪､17㈯、
★19㈪､21㈬､26㈪～30㈮

8月 10㈫､25㈬～28㈯、30㈪、
31㈫

9月 １㈬～３㈮､６㈪､７㈫､
９㈭､10㈮､★21㈫､27㈪

10月 13㈬～15㈮､★22㈮
11月 15㈪～17㈬､25㈭､★26㈮
12月 ６㈪～10㈮､13㈪～17㈮

1月 ６㈭､７㈮､12㈬､13㈭、
24㈪、26㈬

2月 １㈫､２㈬､８㈫､９㈬､
16㈬､17㈭

3月 ２㈬､４㈮
※プリンセス健診は、特定健診等と各がん検診をセットで
受診できる女性が対象の健診です。
※★は女性のみです（乳がん検診、子宮頸

けい
がん検診はあり

ません）。
健診受付時間　午後０時50分～２時
※詳しくは、予約後に届く案内でご確認ください。

■基本的な健診項目
検査項目

問診 服薬歴及び喫煙習慣等
診察
身体計測 身長・体重・BMI・腹囲
血圧測定 収縮期（最高）血圧・拡張期（最低）血圧

血
液
検
査

脂質検査 中性脂肪・HDL コレステロール・LDL コレ
ステロール

肝機能検査 GOT・GPT・γー GTP
血糖検査 ヘモグロビン A1c
腎機能 尿酸・クレアチニン・eGFR

尿検査 尿糖・尿たんぱく

■医師の判断に基づき選択的に実施される３項目
検査項目

心電図検査
眼底検査
貧血検査（血液検査）赤血球数・血色素量・ヘマトクリット値

■同時受診可能ながん検診等
　胃がんリスク（ABC) 検診、前立腺がん（PSA）検診、
肺がん・結核検診、大腸がん検診、肝炎ウイルス検診
※プリンセス健診時のみ乳がん検診及び子宮頸がん検診の
同時受診が可能です。

聴
覚
に
障
害
の
あ
る
方
は		

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

　

希
望
日
（
第
３
希
望
ま
で
）、
氏
名
、

生
年
月
日
、
住
所
、
自
身
の
蕭
番
号
、
同

時
に
受
け
た
い
が
ん
検
診
を
明
記
し
、
健

康
推
進
課
（
蕭
24-

２
０
０
５
）
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
か
ら
受
診
ま
で
の
流
れ

①
予
約
受
付
専
用
電
話
番
号
で
申
し
込
む

　
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
希
望
日
や
同
時
に
受

診
し
た
い
が
ん
検
診
の
種
類
を
伝
え
て
く

だ
さ
い
。

②
健
診
セ
ン
タ
ー
か
ら
封
筒
が
届
く

　
受
診
日
の
約
１
～
２
週
間
前
に
案
内
通

知・問
診
票・尿
検
査
等
の
キ
ッ
ト
が
入
っ

た
封
筒
が
届
き
ま
す
。
案
内
通
知
に
は
受

診
日
・
受
付
時
間
・
持
ち
物
・
注
意
事
項

等
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。

③
案
内
通
知
に
書
か
れ
た
受
付
時
間
内
に

会
場
へ

　
受
付
時
間
に
な
り
ま
し
た
ら
、
会
場
で

受
付
を
行
い
ま
す
。
指
定
の
受
付
時
間
帯

よ
り
早
い
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

　音声ガイダンスが流れたら
①「順番におつなぎしますので、そのまま
お待ちください」
→前の方が終わり次第オペレーターにつな
がります。電話を切らずにお待ちください。
②「しばらくたってからおかけ直しくださ
い」、またはつながらない
→大変混雑しています。時間をおいておか
け直しください。
※予約受付開始日から数日間は電話が集中し大変つ
ながりにくくなります。

予約受付専用電話番号は
☎ 0120-401-960

年１回
、無料

の健診
を

受けま
しょう

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に
よ
り
、
健
診
が
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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が
ん
は
日
本
人
の
死
因
の
第
１

位
で
、
２
人
に
１
人
が
が
ん

に
か
か
る
と
言
わ
れ
、
３
人
に
１
人

が
が
ん
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
自
分
の
た
め
、
大
切
な
人
の
た
め

に
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
検
診
の
種
類
・
対
象
年
齢

　
集
団
検
診
・
個
別
検
診
で
受
診
で

き
る
検
診
の
種
類
や
対
象
年
齢
等
は
、

31
ペ
ー
ジ
の
表
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
受
診
券
に
つ
い
て

　
左
記
の
方
に
は
、
4
月
１
日
に
が

ん
検
診
受
診
券
等
と
検
診
等
の
お
知

ら
せ
を
発
送
し
ま
し
た
。

①
20
歳
代
・
30
歳
代
の
女
性
で
今
年

度
中
に
偶
数
の
年
齢
に
な
る
方

②
40
歳
～
70
歳
・
73
歳
の
方

③
71
歳
以
上
で
令
和
２
年
度
に
が
ん

検
診
等
を
受
診
し
た
方

※
③
で
令
和
２
年
度
が
ん
検
診
等
を

２
月
以
降
に
受
診
し
た
方
は
除
き
ま

す
。

※
４
月
10
日
を
過
ぎ
て
も
受
診
券
が

届
か
な
い
方
や
、
①
～
③
に
該
当
し

な
い
が
検
診
を
希
望
す
る
方
は
、
健

康
推
進
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
検
診
料
に
つ
い
て

　
自
己
負
担
料
金
は
無
料
で
す
。

　
集
団
検
診

▼
が
ん
検
診
等
の
申
込
開
始

検
診
日
程
・
会
場　
郵
送
し
た
案
内

通
知
を
参
照

申
込
方
法

①
希
望
す
る
検
診
と
会
場
、
日
程
を

選
ぶ

②
予
約
専
用
電
話
へ
申
し
込
む

予
約
専
用
電
話
番
号

☎
０
１
２
０-

４
０
１-

９
６
０

※
「
０
１
２
０｣

を
省
略
せ
ず
に
お

か
け
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
４
月
20
日
㈫
～
11
月
30

日
㈫
（
平
日
の
み
）

※
全
日
程
の
検
診
の
申
し
込
み
が
で

き
ま
す
。

受
付
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

15
分

※
予
約
開
始
日
か
ら
数
日
間
は
電
話

が
集
中
し
て
つ
な
が
り
に
く
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

※
聴
覚
障
害
が
あ
る
場
合
は
、
健
康

推
進
課
窓
口
や
蕭
24-

２
０
０
５
で

の
申
し
込
み
が
可
能
で
す
。

※
各
日
程
、
定
員
が
あ
り
ま
す
。
受

付
期
間
内
で
あ
っ
て
も
定
員
に
な
り

次
第
、
予
約
締
め
切
り
と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

検
診
の
種
類
：
対
象
者

①
肺
が
ん
・
結
核
検
診
：
40
歳
以
上

の
方

②
乳
が
ん
検
診
：
40
歳
以
上
の
女
性

③
子
宮
頸け

い
が
ん
検
診
：
40
歳
以
上
の

女
性

※
乳
が
ん
検
診
や
子
宮
頸
が
ん
検
診

を
受
診
す
る
場
合
、
大
腸
が
ん
検
診

も
同
時
に
受
診
で
き
ま
す
。

④
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
：
40
・
45
・

50
・
55
・
60
・
65
・
70
歳
の
女
性

※
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
の
対
象
者
で
、

乳
が
ん
や
子
宮
頸
が
ん
検
診
も
希
望

す
る
方
は
、
同
日
の
申
し
込
み
が
可

能
な
日
も
あ
り
ま
す
。

⑤
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
：
40
・
45
・

50
・
55
・
60
・
65
・
70
歳
の
方

※
過
去
に
市
の
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

を
受
診
し
た
こ
と
が
な
い
方
が
対
象

で
す
。

　　 はにぽんチャレンジ対象事業

がん検診等を
受けよう！
～ずっと健康、もっと健康～

　日程・会場等の詳細は、受診券と同封の「令
和３年度本庄市がん検診等のお知らせ」をご覧
ください。
※受診券は緑色の封筒で届きます。★健康推進課（保健センター内）☎ 24- ２００３

健
診
セ
ン
タ
ー
や
セ
ル
デ
ィ
で
行
う
検
診
で
す

〒３６７－００３１　埼玉県本庄市北堀１４２２－１

ＴＥＬ　０４９５－２４－２００３

ＦＡＸ　０４９５－２４－２００５

本庄市保健部健康推進課

令和３年度

 今年度の各
種検診のお

知らせ、受
診券が入っ

ています。

 対象となる
検診は年齢

・性別によ
り異なるた

め、必ず内
容をご確認

ください。本庄市がん
検診等受診

券・案内通知
在中

本庄市保健センター

重要！
がん検診・特

定健診を受け
よう！

郵 便料金後納

郵便区内特別

◯各種検診は「はにぽんチャレンジ」

の対象事業です。

38
83
22
-1
-1
12
12
1



令和３年４月１日号31

●検診の種類・対象年齢等　がん検診等は、加入している医療保険に関係なく受けられます。
種類 検診項目 検診内容 個別検診の対象年齢 集団検診の対象年齢

が
ん
検
診

肺がん・結核
・胸部レントゲン検査 
・喀

かく
痰
たん

検査（必要と判断された方のみ）
実施していません 40歳以上の方

大腸がん ・便潜血検査　(２日分の便を提出) 40歳以上の方 40歳以上の女性 
※大腸がん検診は、乳
がんや子宮頸がん検診
と同時受診の場合のみ
受診可能。

乳がん ・乳房レントゲン検査　(マンモグラフィ) 
※30歳代の方は視触診も受診していただきます。 30歳以上の女性

子宮頸がん ・内診による細胞検査 20歳以上の女性

胃がんリスク
（ABC） ・血液検査 40歳以上で今年度中に

偶数年齢になる方 実施していません

胃がん ・胃レントゲン撮影（バリウム検査） 実施していません 50・60歳の方
前立腺がん（PSA） ・血液検査 40歳以上の男性 実施していません

そ
の
他
の
検
診

骨粗しょう症 ・超音波による骨密度検査、結果説明 実施していません 40・45・50・55・60・
65・70歳の女性

Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイ
ルス ・血液検査 実施していません

40・45・50・55・60・
65・70歳の方 
※過去に市の肝炎ウイ
ルス検診を受診したこ
とのない方に限ります。

歯周疾患 ・歯及び歯周組織等の検査、保健指導 40・45・50・55・60・
65・70・73歳の方 実施していません

※各検診の対象年齢は、令和４年３月31日現在の年齢です。
※本庄市国民健康保険に加入している40歳以上の方、または後期高齢者医療制度の被保険者は、特定健診等と同時
に一部のがん検診も受診できます。詳細は29ページをご確認ください。

　
個
別
検
診

検
診
日
程　
5
月
６
日
㈭
～
令
和
４

年
3
月
31
日
㈭

申
込
方
法

　
指
定
医
療
機
関
に
予
約

※
指
定
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、
が

ん
検
診
受
診
券
に
同
封
さ
れ
る
「
令

和
３
年
度
本
庄
市
が
ん
検
診
等
の
お

知
ら
せ
」
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
か
、

健
康
推
進
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

検
診
の
種
類
：
対
象
者

①
胃
が
ん
リ
ス
ク（
Ａ
Ｂ
Ｃ
）検
診：

40
歳
以
上
で
、
今
年
度
中
に
偶
数

年
齢
に
な
る
方

②
前
立
腺
が
ん
（
Ｐ
Ｓ
Ａ
）
検
診
：

40
歳
以
上
の
男
性

③
乳
が
ん
検
診
：
30
歳
以
上
の
女
性

④
子
宮
頸
が
ん
検
診
：
20
歳
以
上
の

女
性

⑤
大
腸
が
ん
検
診
：
40
歳
以
上
の
方

指
定
医
療
機
関
で
行
う
検
診
で
す
。

■
申
し
込
み
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い

①
が
ん
検
診
は
、
早
期
発
見
・
早
期

治
療
の
た
め
に
、
症
状
の
な
い
健

康
な
方
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。

気
に
な
る
症
状
が
あ
る
方
、
治
療

中
ま
た
は
経
過
観
察
中
の
方
は
、

検
診
を
待
た
ず
に
医
療
機
関
を
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

②
早
期
発
見
の
た
め
、
定
期
的
に
受

診
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に
よ
り
、
検
診
が
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
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みんなのみんなの健康ガイド健康ガイド
健やかで安心して暮らせるまちへ

★健康推進課（保健センター内）☎24-２００３

新型コロナウイルスワクチンの接種について、
皆さんからのお問い合わせに対応する電話

相談窓口を設置しています。
　窓口ごとに対応する内容が異なりますので、ご
注意ください。

●ワクチンの接種方法等について

　	本庄市新型コロナワクチン電話相談窓口
（☎71-8780)［４月８日㈭から開設］

　 接種の受け方、予約方法、接種券について等、
一般的なお問い合わせに対応します。

　受	付時間　午前８時30分～午後５時15分（平日
のみ）

●接種に際しての副反応等について

　埼玉県専門相談窓口（☎0570-033-226）
　 医学的な知見が必要となる専門的なお問い合わ

せに対応します。
　受付時間　24時間（年中無休）

●ワクチン施策について

　	厚生労働省新型コロナウイルス電話相談窓口
（☎0120-761-770）[フリーダイヤル]

　 新型コロナウイルスワクチン施策のあり方等に
関するお問い合わせに対応します。

　受付時間　午前９時～午後９時（年中無休）

新型コロナウイルスワクチンに関する電話相談窓口を開設

●対象
年齢 生年月日

① 65歳 昭和31年４月２日生
～昭和32年４月１日生

②

70歳 昭和26年４月２日生
～昭和27年４月１日生

75歳 昭和21年４月２日生
～昭和22年４月１日生

80歳 昭和16年４月２日生
～昭和17年４月１日生

85歳 昭和11年４月２日生
～昭和12年４月１日生

90歳 昭和６年４月２日生
～昭和７年４月１日生

95歳 大正15年４月２日生
～昭和２年４月１日生

100歳 大正10年４月２日生
～大正11年４月１日生

③
60～
64歳

昭和32年４月２日生～昭和37年４月
１日生の方のうち、心臓・じん臓・
呼吸器の機能又はヒト免疫不全ウイ
ルスによる免疫機能に一定の障害を
有する方

※既に肺炎球菌ワクチン(23価肺炎球菌莢膜ポ
リサッカライドワクチン)の接種を受けたこと
のある方(自費で接種した方も含む)は対象とな
りません。

●予診票について
・ 右表のうち①及び③の対象の方には、３月末に

予診票を郵送しました。
※既に接種をした方にも予診票が届く場合があり
ます。
・ ②の対象の方で今までに一度も接種をしておら

ず、接種を希望する方は、健康推進課にご連絡
ください。予診票等を郵送します。
●接種期間　令和４年３月31日㈭まで
※①の対象の方は、接種期間内であれば、誕生日
を迎える前でも接種できます。
※③の対象でこれから60歳を迎える方は、接種日
に満60歳でないと受けられません。
※接種期間を過ぎた場合または２回目以降に接種
した場合は全額自己負担となります。
※今年度接種しなかった場合、来年度以降は対象
になりませんのでご注意ください。
●費用（自己負担金） 2,000円
※生活保護世帯の方、中国残留邦人等支援受給者、
東日本大震災で被災された方は無料です。
●接種回数　１回

高齢者用肺炎球菌ワクチン予防接種を実施します
★健康推進課☎24-２００３



令和３年４月１日号33

★１１９番は緊急時（火災やけが人など）の受付専門電話番号です。医療機関の情報は、児玉郡市広域消防本部指令課☎ 24-
１１１９でご案内します。診療科目によっては県外や本庄市・児玉郡以外の病院をご案内する場合もあります。

　泌尿器科外来で見られる感染症で最も多いのは膀胱炎で
す。膀胱炎の３大症状は頻

ひんにょう
尿、排尿痛、尿混

こんだく
濁です。患者

さんは「おしっこが近い。おしっこをすると痛い。残尿感
がある。血が混じった。」と訴えます。
◇診察では
　診察室では、まず顕微鏡検査を行い、白血球が出ていな
いか ( 膿

うみ
が出ていないか ) を確認します。白血球が出てい

なくても細菌がいることもあるので細菌培養を行います。
そして細菌が確認されると、どの抗生剤が効くのか薬剤感
受性テストを行います。患者さんには抗生剤または抗菌剤
を内服してもらいますが、とにかく水分をたくさん摂って
おしっこをどんどん出すように指導します。仮に薬剤感受
性テストで効きが悪いという判定が出ても水分をたくさん
摂っておしっこを出してもらっていると、症状はかなり改
善します。薬の感受性が悪くても症状がやわらぐのは、膀
胱炎は他の感染症と違い、おしっこを出すことで細菌が減
少し炎症が治まっていくからです。
◇薬は飲み切りましょう
　膀胱炎を繰り返す人は、心配のあまり薬を常備したがる

人がいますが、耐性菌を作る原因になるので薬は飲み切っ
て予備の薬は持たないようにと説明します。変だなと思っ
たらなるべく水分をたくさん摂っておしっこを出すように
してください。
◇繰り返す場合には
　一方で、膀胱炎を繰り返す人の中には、ほかに疾患があ
る場合もあります。
　膀胱内の残尿量が多い、糖尿病や前立腺肥大症など排尿
機能障害を伴う、といった場合は原疾患の治療が必要とな
ります。
　また、膀胱炎は熱発しないのですが、もし膀胱炎症状で
熱発を伴うようなら腎

じんうじんえん
盂腎炎を合併していると考えられま

す。膀胱に蓄えられたおしっこが腎臓に逆戻りする膀胱尿
管逆流という機能障害を伴うことがあり精査が必要となり
ます。
◇変だな、と思ったときは
　膀胱炎は体の構造上尿道の短い女性に多い病気です。変
だなと思ったら、まず水分をたくさん摂っておしっこをたく
さん出してください。そして医療機関を受診してください。

医療メモ	膀ぼうこう胱炎について						本庄市児玉郡医師会広報部　　　

●本庄市児玉郡医師会立本庄市休日急患診療所
　☎23-３３２２

　本庄市保健センター内で、内科系の比較的症状が軽く、入院の
必要がない方の診療を行います。
※診療以外に関する問い合わせ・電話相談はご遠慮ください。

▼診療日　　日曜・休日・年末年始（12/30～１/３）・平日木曜  
　　　　　　日夜間

▼診療時間　午前９時～正午、午後１時～４時、午後７時～10時
　　　　　　(平日木曜日夜間は午後８時～10時）
※健康保険証を持参してください。
※夜間の診療は午後９時45分までに受付をしてください。

●在宅当番医療機関　▶診療時間   午前９時～正午

４月４日㈰ あたご山クリニック 中央１丁目 ☎22-８７３３

４月11日㈰ 黒岩整形外科医院 上里町七本木 ☎34-０５５１

４月18日㈰ 本庄駅前病院 駅南１丁目 ☎22-２１６３

４月25日㈰ 恵南クリニック 見福２丁目 ☎24-０００８

５月９日㈰ したら眼科クリニック 上里町金久保 ☎33-８３３３

※在宅当番医は変更になる場合がありますので、電話でご確認の
うえ、お出かけください。

●困ったときは電話相談を！
ほんじょう健康相談ダイヤル24（相談料・通話料無料）
☎0120-122-885
　健康・医療・出産・育児・介護などの相談、医療機関情報の提
供を行います。（市内在住者が対象）

▼受付時間　24時間・年中無休
埼玉県救急電話相談（通話料利用者負担）
☎＃7119
　救急医療相談に看護師が対応します。健康相談・育児相談には
対応しません。（大人・小児共通）
※IP電話、ひかり電話、ダイヤル回線からは☎048-824-4199

▼受付時間　24時間・年中無休
下記の電話番号からも救急電話相談が利用できます。
○小児救急電話相談　#8000又は☎048-833-7911
新型コロナウイルス感染症県民サポートセンター
☎0570-783-770　
蕭048-830-4808（埼玉県感染症対策課内）
▶受付時間　24時間・年中無休
※発熱などの症状がある場合は､「埼玉県指定 診療・検査医療機
関」に事前予約のうえ、受診してください。診療・検査医療機関
が不明な場合は、埼玉県受診・相談センターへ。
☎048-762-8026　※日曜日を除く午前９時～午後５時30分
蕭048-816-5801

休日・夜間の急病のときは…

〕
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※お子さんの成長や育児、栄養に関するご相談は、随時受け付けています。ご心配なことがありましたら、健康推進課までご連絡
ください。また、計測をご希望の方は、子育て支援センター・児童センターで実施しています。

●赤ちゃんを迎える準備　会場：健康推進課（保健センター内）☎ 24- ２００３　　　はにぽんチャレンジ対象事業

イベント 内容 日時 対象 申込

おや親タマゴ
「はじめて生活
withベビー」

妊娠中の生活・栄養・赤
ちゃんのお風呂の入れ
方・妊婦体験など

４月７日㈬・５月12日㈬
午前９時30分～11時30分
４月８日㈭・５月13日㈭
午後１時30分～３時30分
※終了時刻は前後する場合があります。

これからママ・
パパになる方

随時受付
健康推進課へ

●赤ちゃんが生まれたら　会場：健康推進課（保健センター内）☎ 24- ２００３　　　はにぽんチャレンジ対象事業
イベント 内容 日時 対象 申込

母乳相談
母乳の量、授乳の仕方等
に関する母乳相談
※はにぽんチャレンジ対象外

４月30日㈮・５月27日㈭
午前９時30分～11時
(30分ごとに実施）

生後４か月頃ま
でのお子さんと
その保護者

定員あり。各実施月の１日か
ら健康推進課へ
※母乳相談は初回相談者のみ。

ラッコクラス

赤ちゃんのこころ ４月６日㈫・５月11日㈫
午前10時～11時50分

生 後 ２ ～ ４ か
月 の お 子 さ ん
とその保護者 開催日の３日前までに健康推

進課へ

～支援センター編～
赤ちゃんの発達を促すた
めの遊び方や関わり方を
紹介

４月23日㈮［会場：子育て支援セ
ンター梅花］
５月17日㈪［会場：北泉保育園子
育て支援センター］
午前９時45分～10時30分（両日とも）
※参加人数で時間の変更あり。

コアラクラス うきうき♪
はじめての離乳食

４月８日㈭・５月13日㈭
午前10時～11時30分

生後４～５か月
のお子さんとそ
の保護者

あて先
〒367-8501　本庄市本庄3-5-3
　本庄市役所広報課広報係
☎25-１１５５

 omedetou@city.honjo.lg.jp

※締切は４月12日㈪（必着）

令和３年度児童扶養手当・特別児童扶養手当の手当額　　　　　　　★子育て支援課☎ 25- １１３０
　

４月からの児童扶養手当・特別児童扶養手当の手当額は次のとおりです。

●児童扶養手当（月額）
子どもが１人の場合 子どもが２人目の加算額 子どもが３人目以降の加算額(１人につき)

全部支給　43,160円
一部支給　43,150円～10,180円

全部支給　10,190円
一部支給　10,180円～5,100円

全部支給　6,110円
一部支給　6,100円～3,060円

	●特別児童扶養手当（月額）
　１級　52,500円　　２級　34,970円

５月にお誕生日を迎える小学校就学前のお子さん
の写真を募集中です。顔のはっきり写ったお子さ
んの写真、氏名、ふりがな、住所、生年月日、保
護者の氏名、連絡先を記入のうえ、下記のあて先
へ持参、郵送またはメールで応募してください。
※応募多数の場合抽選（未掲載のお子さんが優先）。
応募写真は返却できません。
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子育て支援のお知らせ

※感染症対策として、参加人数の制限を行っています。また、緊急事態宣言中はさらに参加人数を制限します。
※参加の際は感染症対策のため、利用前の検温、手指の消毒やマスクの着用（２歳未満のお子さんを除く）をお願いしてい
ます。掲載している催しは、中止・延期になる場合があります。 HP または各問い合わせ先へご確認ください。

◆子育てサロンゆうゆう
　｢音あそび」
開催日　　前　原：４月９日㈮　
　　　　　日の出：４月21日㈬
　　　　　児　玉：４月28日㈬
　身近にあるものからいろいろな音を
出してみたり、歌に合わせて鳴らして
みたりして、音を楽しんで遊びます。
※子育てサロン「ゆうゆう」は、子育て
応援団「本庄びすけっと」のご協力をい
ただき開催しています。

◆リトミック
　講師　小川　豊子　先生　
開催日　　前　原：４月28日㈬
　　　　　日の出：４月７日㈬
　　　　　児　玉：４月14日㈬
　音楽を使って楽しく子どもの発達を
うながします。リズム楽器を持って音
楽遊びをするなど、楽しい時間が過ご
せます。

◆ママパパビクス
　講師　入　美由紀　先生　
開催日　　前　原：５月12日㈬　
　　　　　日の出：４月14日㈬
　　　　　児　玉：５月19日㈬
　楽しく軽快な音楽に合わせて親子で
からだを動かしてみませんか。“親子で
楽しむ”ことを第一にダンスしたり、
マットやトンネルなどの用具を使って
筋力アップ＆ストレス解消で心もから
だもリフレッシュしましょう。

●つどいの広場（乳幼児の親子の交流の場）
　０歳～就学前の子と保護者の皆さんが自由に交流できる広場です。
　子育てに関する相談も受けていますので、お気軽にご参加ください。
日時　月・水・金曜日（休日を除く）　午前９時～午後２時
親子でふれあうあそびの講座（午前 10 時～ )
　つどいの広場の中で乳幼児の親子で楽しめる参加自由の講座を開催していま
す。下記以外にもたくさんの講座があります。詳しくは各児童センターで配布
するおたより、または市 HP をご覧ください。
〇下記の講座は　　  はにぽんチャレンジ対象事業  です。
はにぽんチャレンジ対象の講座は、予約制です。
開催日の１週間前の午前９時より、各児童センターへ電話または来館時に申し
込んでください。

児童センター 前原児童センター☎ 21- ９８２０、日の出児童センター☎ 21- ０４２０、
児玉児童センター☎ 71- ６８０５

　児童センターは主に小学生までの児童が自由に集い、遊べる場所です。また、
小さいお子さんを連れたお母さんたちの交流の場としてもご利用ください。

利用時間　月～土曜日 ( 休日・年末年始除く )
　　　　　午前９時～午後５時 
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■アンケート
⑴　今月号で良かったページ・役にたっ
　　たページは？
⑵　広報紙の改善点をお選びください。
　　①記事の内容②記事の配置③文字の大き
　　さや色④写真⑤その他
⑶　⑵で選んだ理由は？
⑷　読んでみたい記事は？

 
マタニティペイント（衣装・写真データ付き）
　　　　　　　　　　　　　　　　１名
マタニティペイント割引チケット　30名

BOB’s  Belly paint
本庄市寿 3 丁目（詳細は予約時にご案内）
○ 10：00 ～ 12：00・14：00 ～ 16：00
完全予約制。予約
はサロン公式 LINE
アカウントまたは
Instagram から

今月の
プレゼント

広報アンケート広報アンケート

『今しか出来ないマタニティ
の思い出つくり』おかげ様で
サロン OPEN ５周年を迎え
ました！ご両親・パパ・友人
からママへのプレゼントに喜
ばれています！妊娠７～９か
月頃がオススメです！

BOB’s  Belly paint

ご回答いただいた方に抽選でプレゼント！
広報アンケートでは、あなたの声をお待ちしています。

■応募方法
 　アンケートの答え・住所・氏名・年齢・性
別・電話番号を記入のうえ、４月30日㈮まで
にはがきまたは下記応募フォームへ（１世帯
につき各月１通まで）

36見やすく読みまちがえにくい見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントユニバーサルデザインフォント
を採用しています。を採用しています。

★広報アンケートへプレゼントを提供していただける商店・企業等を募集中！掲載料金は無料です。
   詳しくは、 HP または広報課☎25-１１５５へ。

■応	募	先
 　〒367-8501　本庄市本庄3-5-3
　本庄市役所広報課
  「広報アンケート」係

※当選者の発表は、当選通知の発送をもって
代えさせていただきます。

応募フォーム

無料アプリ「マチイロ」・無料アプリ「マチイロ」・
「カタログポケット」で広「カタログポケット」で広
報ほんじょうを配信して報ほんじょうを配信して
います。います。

令和２年 10 月から令和２年 10 月から
ホ ー ム ペ ー ジ を リホ ー ム ペ ー ジ を リ
ニューアルしました。ニューアルしました。

本庄市公式本庄市公式
ＬＩＮＥアカウントＬＩＮＥアカウント
始めました。始めました。

本庄
市・児

玉郡で Let’s サイクリング‼

　「サイクリング」と「旅」をテーマに、本庄市・美里町・
神川町・上里町を自転車で走ったり、気になるスポッ
トを訪ねたり、気軽にサイクリングとちょい旅をし
たい方の手助けとなるようなガイドブックを作りま
した。
　あなたもデイトリップ by ペダルを携えて、サイク
リングに出かけてみませんか？

本庄地域定住自立圏サイクリングガイドブック

デイトリップbyペダル

▶掲載ルート
①児玉郡市広域周遊ルート(約62km）
②中山道の宿場町、本庄ルート(約20km）
③児玉の原風景を回るルート(約12km）
④ブルーベリーと遺跡の町みさと漫遊ルート(約20km）
⑤神川チャレンジルート(約44km）
⑥上里歴史巡りルート(約14km）

▶配布場所　各市町の公共施設・観光名所等
※サイクリングを楽しむときは交通ルールを
順守し、走行しましょう。

★企画課☎ 25- １１５７

公式 LINE公式 LINE InstagramInstagram


